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はじめに

1917年 10月にロシアの勤労人民は，その手に権力を掌握した。樹立したソビ、エト社会主

義政権は，教育および教育制度を真に人民的なものにすべく，その再編に着手した。ツアーリ

政府，ブルジョア臨時政府の下で，企業等において就労し，教育をうける機会を剥奪されてい

た年少者1)の労働保護・教育にかんする措置を，人民委員会議(以下，ソピ、エト政府)は革命直

後から実施していった。そのような年少労働者のための学校として，学校ークラブ(IlIKOJIa-

KJIy6)， 労働青年学校(IlIKOJIapa60明設 MOJIO.ll.e)l{II)，工場技能学校(凶KOJIaやa6plIQHO・3aBO.ll.C幽

Koro YQeHIIQeCTBa)が発生した2)。本稿においては，これらの年少労働者の学校の発生過程，

とりわけ工場技能学校の発生過程，発生の要国を解明することを課題とする。
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〈註〉

1) ロシアの伝統的な潟法にしたがえば， 19世紀後半においてはね歳以.1::15歳未満には MaJIOJI告THll員，
15歳以上18歳未満には IIO，且pOCTOKという用語があてられていた。そしてお歳未満の者の総称とし

て， IIOJlpOCTOKという用語も用いられていた。 それに従い， IIOJlpOCTOK ~ど年少者と訳し， 18歳未満

の者を示すことにする。 詳しいじ荒又重雄「資本主義戸シアにおける年少労働者(資料)J(北海道大

学大学説経済学研究会『北大経済学J第2号， 1962年7月， 87-88ベージ〕を参総されたい。

2)年少労働者の教育施設として他に「労幾大学予備校J(paoo可日最 φaKyJIbTeめがあるが，入学資絡が16
歳以上であれ高等教育施設への入学をめざす教育施設であるため，本稿とは直接には関迷をもって

いない。したがって，本稿ではこれについては言言及しなL、。なお「労差是大学予備校」にかんしては，竹

沼蕊i盗「プロレタジアートの独裁と過渡期の教育J(北海道大学『スラブ研究JI7号， 1963年， 67-104 

ベージ〕が，わが臣室で唯一の研究で‘あれこれを参R認されたい。

第 I主主 年少労働者の保護と教育にかんするソピヱト政権の政策

第1第 ポリシェヴィキーの年少労働者教育政策の臆史

ロシア社会民主労働党第 2 聞大会 (1903 年 7 月 ~8 月)において採訳された党綱領は「男

女を間わず16歳未満のすべての児童に対する無料の義務的な普通教育と職業教育。貧闘な児

童には国家の負担で食事， 衣服，学用品を支給すること。Jr企業家が学齢期 (16歳未満)の児
童の労働を使用することは禁止される。未成年者 (16~18 歳)の労働時間は 6 時間に制限さ

れる。Jl) と規定した。これは，当時のロシアの学齢期にある年少者に必要な教育を与えること

と学齢期にありながらも就業しなければならなかった年少者が必要な教育をうけるための一定

の措置な国家が実施すること，が必要で、あるとして綱領の項目に入れられたのである。そして

そこでは，とりわけ，年少労働者の肉体的，精神的発達を阻害している労働に対する制限措置

を実現することを社会民主労働党は必要とみなしたのである2)。

1917年2月の「ニ月革命jにより，ブ、/レジョアジー，勤労人民はツアーリ体制を打倒し，

共和制宏樹立した。そのため新しい体制の中での党の任務を綱領に銘記し，一部を訂正，削除

する必要が生じた。それらをおこなうため， ヴェ・イ・レーニン(B.11. JIeHliH)は， 1917年の

4~5 月に， Jj'党綱領改正資料』を執筆し 6月に発表した。 この『党縮領改正資料』の中で，

レーニンは， 1903年綱領の前記項目を以下のように改訂した。 r男女を問わず 16歳未満のす
べての児童にたいする無料の義務的な普通教育と総合技術教育(すべての主要な生産部門につ

いての知識を，理論と実践のうえでさずけるもの)。課業と，児童の社会的生産労働との緊密な

結合。Jrすべての生徒に閤家の負担で食事，衣服，学用品を支給すること。Jr企業家が学齢期
(16歳未満)の児童の労働を使用することは禁止される。 (16 歳~18 歳)の労働時間は 4

時間に制限され，青年を健康上有害な生産部門や鉱内で夜間働かせることは禁止される。J3) こ

こで注目しなければならないのは職業教育が総合技術教育とされ，課業と，兇意の社会的生産

労働との緊密な結合がつけ加えられたことである。

生産的労働と教育との結合にかんして，レーニンは 1897年に流部地で執筆した『ナロード

ニキの空想計調の珠玉』の中で， r若い世代にたいする課業と生産的労働を結合することなし
には，未来社会の理想は考えられない……つまり，生産的労働を伴わない課業と教育も，課業

と教育を平行的に伴わない生産的労働も，現代の技術水準と科学知識の状態とによって要請さ

れるだけの高麗にたつすることはできないのであるoJ4)と述べ，生産的労働と教育との結合が
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不可欠であることを指摘した。

1914， 15年に， レーニンは学校の総合技術化の問題に大きな関心を示しへ この時期に，

「先進工業諸掴において，教育と生産労働との結合の方向でおこなわれていることにかんする

本を書くことに専念するl)ことをクループスカヤにすすめた。そうして， グループスカヤに

よって f国民教育と民主主義Jが書きあげられた。この F閤民教育と民主主義』において，ク

ループスカヤは，生産労働と教育との総合の原賠と総合技術教育の思想を研究し，深化させた。

これは1917年に出版されたのであるが，第4版への序の中で、クループスカヤが， rこの本の構
想はウラジーミル・イリイチとともに検討され， 本は彼によって自を通されJ7)たと述べてあ

ることから考えると，これらの問題にかんして基本的にクループスカヤと同じ認識に立ってい

たことが考えられる。総合技術教育の思想は，マルクスの F個々の問題についての暫定中央評

議会代議員への指示』の「技術教育ー…あらゆる生産工程の一般原郎を教え，問時に児童と

少年にあらゆる職業の基本的な道具の実地の使用法や取扱い方の手ほどきをするものJ8)から

発展したものである。そして総合技術教育はただ技術学的な原則だけで、はなく，社会科学的原

郎でもある。『闇民教育と民主主義』において， グループスカヤはルソーの総合技術教育を次

のように評価した。 r1)総合技術教育はどんな職業への準備をも与え，おそれは生徒の知的
視野を拡大し，全体を理解し各部分の相互関係を正しく評師ずる可能性を生徒に与え， 3)そ

れは労働を基礎とした社会的諸関係を評価するための正しい基準を与え， 4)それは現存する

社会秩序についての本当の認識を得る可能性を与えるJへすなわち， IF愚民教育と民主主義』

の段階においては， 技術学的な観点と社会(関係)的観点、から総合技術教育が理解されていた

のである。

レーニンの『党綱領改正資料』は以上のことを考癒して職業教育を総合技術教育(すべて

の主要な生渡部門についての知識を， 理論と実践のうえでさずけられるもの)にかえたのであ

ると考える向。

クループスカヤは二月革命の後の 1917年4月に， r 1) 12歳以上 16歳未満の両性の年少者
の義務的労働 2)一方で社会的生産の要求を， 他方で成長しつつある世代の鰭康と発達の利

容を考藤に入れつつこの労働の組織化 3) 12歳以上16歳未満の児童と青少年の麗用労働jの完

全な禁止 4)この年齢の児童の食料供給の組織化Jll)をプ口レタリアートが今日実現しなけれ

ばならない課題とした。さらに6月に発表された『地方自治体学校綱領』において， IF社会民

主党員たち〔ポリシェヴィキ一一一筆者〕は， 16歳未満の児童の麗用労舗を立法措置によって

禁止することを要求しなくてはならない。この禁止は学校を媒介とする年少者の社会的労働

の組織化と緊密に結びついている。J12)と述ベ，その具体的な監督についても言及している。

1917年の 4，5月に，クループスカヤはプロレタリブ一人住民自身がこの事業を組織し監督

することの必要を強調した。 そして，社会民主労働党(ボ)のいくつかの自治体政綱13)を基礎

にして，ポリシェヴィキーはこの分野においても必要な実接的課題を可能な操り実現させた14)。

しかしながら，年少者の麓用労働の禁止，労働日の制限，そして彼らに対ーする教育措震が実施

されるのは十月革命を待たなければならなかった。

第2節 労働人民委員部の年少労働者保護政策

人民委員会議は 1917年 10月2913に1F8時間労働日，労働時間，およびその配分にかん

する労農政府決定~ (<日OCTaHOBReHuePa60咽 rou KpeCTb5IHCKarO TIpaBuTeRbcTBa 0 BOCbMUqa耐
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COBOMb pa60l.JeMb ，ll，He， rrpO，ll，OJDKHTeJIbHOCTU H paCnpe，ll，eJIeHie pa6ol.Jaro BpeMeHU))*を公布

した。

「第1条 この法令は，規模，所属にかかわらず，すべての企業，生産施設に適用され，

雇用労働を使用しているところに適用されるoJ

「第 10条 未成年者の雇用について上述したものの他に，以下の規則が適用される。 j

ア) 14歳未満の年少者は雇湾労働を許可されない。

イ) 18歳未満の年少者の労働時間は 1136時間を超えてはならない。

註 1919年1月1日から 15歳未満のすべての人間の雇用労働は許可されず， 1920年1月1Sから，生後
20歳未満のすべての人間の雇用労働は許可されない。Jl5)

ここにおいて，はじめて，年少労働者を雇用しているすべての企業等に対しての、法的措霞

が実施されたのである。二月草命以後のブルジョア臨時政府の下で，各地の労働組合，工場委

員会，ソビ、エト，ボザシェヴィキ一等が，これらの法的措蜜を求めてたたかってきたにもかか

わらず，これらの法的措置は笑現されなかった16)ことを考えあわせると，このソビ.;:r:.ト政府の

『決定』は大きな光彩を放つものである。しかしながら，この措置は後に明らかにされるよう

に， 円滑には実施されなかった。そして，そこには前記第 10条の誌に典型的にみられるよう

に当時の経済状況を考慮しない非現笑的な規定もあった17)。

その後， 1918年10月に『労働人民委員部法令』が公布され， 6時間労働行である 18歳未

満の年少者に対し8時間労働日と向じ賃金を雇用者が支払うこととされた18)。そして同じ年の

12月に『全ロシア中央執行委員会労働法法典Jl<<KO，ll，eKC 3aKOHOB BUI1K 0 Tpy江e))が公布され

た。その第85条は「各々の勤労者の規準労働時開は 18歳に達しない者に対しては6時間をこ

えることができないJ19)ことを再び銘記した。

今まで公布された法令，決定を統一させるために， 1919年7月313に，労働人民委員部は

『労働人民委員部決定Jl<<TIocTaHo開閉即日apO，ll，HOrOKOMUCCapUaTa Tpy，ll，a>>を公布した。こ

の『決定』の要点は次のとおりである。第1に16歳未満の年少者の麗用， 労働力分配部への

登録は許可されない20)。第2に14歳未満の年少者をそのための適当な保障のもとに普通また

は職業学校に編入し，労働から解除しなければならない。第3に労働からの解除が即座に生産量

に混乱をひきおこし， 十分に保障をすることをできない場合， すでに就業している 14歳以上

16歳未満の年少者の年少者は地方の状況に応じて，地下労働を除いて労働にとどまることがで

きる。第4に年少者の労働からの解除は当該の労働組合と共同して，地域の労働立法監督官の

全般的指導の下で計画的におこなわれ 14歳以上回歳未満の年少者の労働への残留は労働立

法監督官の許可をえてのみ可能である。第5に監督官の許可をえてとどまっている 14歳以上

回歳未満の年少者の労働は1日4時間をこえてはならない。第6に14歳以上 16歳未満の年

少者の4時間の労働は 16歳以上 18歳未満の年少者の全労働日と向ーとみなして賃金が支払

われる。

この『決定』は 16歳未満の年少者の労働からの解除にかんして規定したものである。 14

歳未満の年少者の労働からの解除が， 1917年の 10月の『労農政府決定』ではじめて規定され

た時から 1年半以上経過した 1919年7月段階に至っても丹滑に実施されていないことを， こ

の『決定』は示している。そして 16歳未満の年少者の解除にかんして， 14歳以上 16歳未満の

* 戸ジア惑のIBIE字法による。
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年少者の就業を条件付きで、認めたことは， 1918年6月以降たたかわれている閣内戦，干渉戦の

下での激しい労働力不足を反映したものと考えられるが，その労働自主(4時間に削減し就業

を継続する襟に労働立法監督官の許可を必要とするとしたことは，勤労人民の祖国の誇るべき

偉大な成果として考えられる。 さらに 14歳未満の年少者の解除の際に， 保障をともなって学

校に編入することとしたことは，労働人民委員部が当初における「年少者の解除」という段階

から一歩前進したことを示すものである。

前述の『決定』を具体的に実現するために，翌月の8月に， Ii'幼年者〔この時期には16歳

未満の者をさしていた一一一筆者〕監督常任委員会設置にかんする労働人民委員部決定~21) が公

布された。これは，すべての県，郡の中心地に労働人民委員部，教育人民委員部，社会保障部

の合意をえて，関民教育部，労働組合地区統一機関，ロシア共産主義青年同盟の地区機関の代

表者が構成メンバーである常任委員会を，ただちに設置しなければならないというものであっ

た。委員会の任務は， ア)幼年者(まず第一に 14歳未満)の労働からの解除， イ)幼年者の社

会保樟， そして必要な場合には家族の社会保障， ウ)幼年者の学校への配置.:c.)これらのす

べての正当な実施の監督であり，委員会の招集は労働監督官に委ねられ，労働監督官がいない

ところでは地区の労働部に委ねられるとされた。

この『決定』以後，諸関連委員部の協力体制のもとに，年少者(幼年者)の労働からの解

除と教育措置が実現してゆくのである。

第3節 教育人民委員部の年少労働者教育政策

ソビエト政府は， 十月革命後の 1917 年 10 月 29 日に f教育人民委員の呼びかけ~ <(06pa附

llI，eHne HapO，nHOrO KOMHCCapa IIO IIpOCBelll，eHHIO))を発表し，社会主義政権として，教育に関

する基本的立場と今後の任務を切らかにした。そこにおいては，文富と無学の一掃が第一の在

務とされ，そのための保障の確保，さらに，教授一学習と教育における大衆自身の批判と創造

の重要色等が指摘されていた22)。この『呼びかけ』は，すべての市民にとって平等で，高度

な教育をめざしていたが rそれが実現しないうちは，高等段階への進学は，特に生徒の才能
しだいであって，その家族の富裕の程度には，まったく依存しないようにおこなわれなければ

ならない。戸)と述べていた。

この指摘にみられるように， Ii'呼びかけ』は一方で教育の民主化という点を強調していた。

教育の民主化を推進させることは，この時期における大きな課題の一つではあるが，ただその

ことが勤労人民の利益を直ちに保障することにはならないのである。高等段階に至るまでの進

学を生徒の才能によって決定するということは，ロシアのような簡においては教育的諸条件に

恵まれていた!日支配階級，ブルジョアジーの子弟に現実的に有利になることにほかならないの

である24)。

まずソビ、エト政府は『呼びかけ』において教育人民委員部の一般的方針を述べた後， 1918 

年にかけて一連の法令を公布し，教育改革に着手した。

教育人民委員部は，革命以前の複雑な様相を塾していた学校体系25)を統一的体系に再編す

る作業をおこなった。その結果として 1918年 10月訪日に， Ii'ロシア社会主義連邦ソビエト共

和国統一労働学校令~ <(口OJlO:iKeHne06 e，nIIHO政Tpy，nOBO負lllKOJlePOCC波数CKO訪COunaJlHCTHQe岨

CKO註φe，nepaTHBHO鼠COBeTCKO負PecIIy6JlHKH))，Ii'統一労働学校基本原則~ <( OCHoBHble IIPHH-

UHIIbI e，nHHO負Tpy，nOBO益lllKOJlbl))が公布された。
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『統一労働学校令』は， 幼稚園 (6 歳~8 歳)， 初等科学校(8 歳~13 歳)， 中等科学校 (13

歳~17 歳入高等教育機関が連続する学校体系を構想した。 これに関連して，第 1条の註は，

卒命以前の初等学校，上級初等学校，中学校，実科学校，手工業学校，技術学校，商業学校，

その他のすべての型の初等，中等学校の廃止を命じているお)。ここにおいて，中等教育までの

統一的な学校体系が制定されたのである。しかし『統一労働学校令』の実施は， けっして!綴

調ではなかった。第nこ就学率が低く， 殊に中等科学校は当該年齢者の 7~8% であるという

惨憶たるものであった27)。第2に中等科学校に対してコムソモールの側から激しい批判があ

り28L青少年層の広範な協力がえられなかった。さらに職業教育活動家の側からも，教育人民
委員部の方針に批判が加えられた29)。第3に生産労働と教授一学習との総合の原理の理解を

個々の教師が自己の力量にrc;;じて理解したために r大多数の学校では必要とされたことは，
まったくおこなわれなかったJ30)のである。

1919 年のロシア 32 県の中等科学校数，生徒数は 3600 校 50 万人で当該年齢者の 7~8%

であった3九 1919塁手において，このような就学状況であるから，学校建設の方針の実施されは

じめた1917，1918年においては， 1919年よりも状況は良くなかったと思われる。それ故に，

庄傍!的多数の労働者，農民の子弟は，中等教育を受けず就業していたのである。

このような年少労働者に対して，教育人民委員部がいかなる教育措置を実施し，またそれ

がし、かなる瞭瑳に支えられていたのかを次に検討する。

(1) 年少者の労働解徐にかんする教育人民委員部の対応

1917年 10月29日の人民委員会議の『決定』によって， 14歳未満の年少者の麗用労働が

禁止になり， 18歳未満の年少者の労働臼を6時間以下とした。このような年少者の労働保護の

諜に， 教育措置をあわせて実施することの必要を教育人民委員部(とりわけクループスカヤ)

は向年の 11月に主張した。

教育人民委員部付属校外教育局(局長一一クループスカヤ)は，年少労働者の労働の保護

と教育にかんする法律が必要であるという判断から， 1917年 11月初日に労働人民委員部に

書簡という形式で『法案』を送付した。~法案』は，校外教育部が下の 4 つの措置の実施を必

要とみなしたことを示していた。

第1は，工場主，手工業，商工業の所有者に， 18歳未満の年少者に対する毎日 2時間の教

育をうける機会の提供を課することである。第2は，大企業所有者に，年少者のための企業付

露の学校を建設することを課することである。第3は，工場主，手工業施設の所有者に，年少

者の労働が発展する性格をもつように，それを組織することを課しそのために年少者がだん

だんと一つの作業場から他の作業場へと移動し，かくて，すべての生産を完全に知るように組

織することが必要だということである。第4は，全部的発達にとって必要な農業労働裁への参

加のため 1 カ月半~2 カ月の毎年夏期における休曜が与えられることの必要である32) 。

しかしながら，この F法案』は労働人民委員部の顧るところとはならなかった。以上のよ
うな年少労働者に対する教育措置を実施しなかった結果 r労働青年の組織は崩壊し 労働青
年は今や工場ではなく居酒震にいる。彼らは分散し，ぱらぱらであり，多くの宣伝運動をおこ

なうことができずにいる。青年は堕落し，講演にも行かず，最良の部分一一社会主義同盟の以

前の誇り一一ーは，アナーキストにはしっている。l3)と社会主義青年間盟 (Co鴨回目CT沼田C開設

Coぬ3Mo瓦0瓦e)l{H)の青年が訴えるような状洗もおこったのである。

まさにグループスカヤは，年少者の社会的生産労働が組織されず，年少者の工場労働が禁
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止される場合には，年少者は「飢え，失業，……売淫J34)に運命づけられることを警告をまじ

えて指摘したのである。

そして， 1918年2月に， w児童労働の蕗止にかんする問題によせてJI((K Bonpocy 06 

oTMeHe瓦eTCKoroTpy)(a))という論文を， クループスカヤは発表した。この論文の中で，披女

は児童労働にかんして，いかなる措霊を実施する必要があったのかを以下のように明らかに

した。

r 1) 年少者の労働目安部減し，彼らの労働保護の別な措置をとり，
2) 合目的的に年少者の労働を組織し

3) 教授一学習が生産労働と結合される年少者のための学校が工場に付麗して即鹿に建

設されることに全力を傾けなければならない。J35)

ここで展開した項目は，以下のことを意味するものである。第lに年少者の労働からの解

除は，社会的保障措置と教育措壁をともなって実施されなければならないの第2に年少労働者

の労働は，ただ一つの狭い労撤だけではなく，他のすべての労鮪にも習熟するように組織され

なければならない。第3にその場合，様々な生産労織を漕得し，労働合高度なものに高めるた

めに必要な教育を与えなければならないし そのための学校を即座に建設しなければなら

ない。

教育人民委員部，クループスカヤが考えていたことは，直ちには実現せず，やっと 1919

年7月の『労働人民委員部決定』以降，部分的に実施されるようになったのである。

年少者の労働保護の問題にかんして，労働人民委員部と教育人民委員部の間には，はじめ

隔りがあったが，この開題についての教育人民委員部の主張の正当性が認識される中で，社会

保障部〔厚生省〕の協力もえて，この事業が着手されるのであった。この事業を促進させる役

割を果したものに，青年自身の奮闘がある。

1919年2月13日，ロシア共産主義青年同盟中央委員会は， 年少者の労働と披らの社会主

義教育に関する決議を採択した。中央委員会は年少者の労働を，社会主義教育の課題に従属さ

せる方法で改革し年少者の教育と彼らの生産労働とを結合することは必要なことであるとし

た。「年少者の労働の肉体的保護のために， 14~18 歳の年少者に 4 時間の労働 Bを実施レ…口

〔中等科学校ではなく一一筆者〕年少者のための未来の学校の基礎に，今日，工場，製作所に

付属している学校を置く J36)ことの必要を中央委員会は述べていた。

コムソモールの年少者の労{動と教育についての，このような主猿，要求は，前述の諸人民

委員部に対する大きな圧力になったものと考えられる。

しかしながら， グループスカヤが考えていたような生産的労働と教授一学習との結合，総

合技術教育は 1920，30年代に本格的に問題になるのであり， 1910年代ではラ これらのことは

ほとんど理解されず，また実践されなかったので、ある。

(2) W年少者義務教育令J

ロシアで最初の義務校外教育にかんして規定した法令『年少者の義務教育についてJI((06 

06l13aTeJlbHOM 06明日HHno.npocTKOB)iが， 1918年 10月に公布された。『法令』は以下のごと
くである。

「第1条 この決定によって工場一製作所，手工業企業，潟工業企業，国家機関およびソ

ピエト機関で就業している 15歳から 17歳までの年齢の年少者の義務教育が実施される。

註1. 生産労働に従事し， W北部外IJl第195号に掲載された10月25日付の教育人民委員
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部の法令に従って，午前中に学校に通う機会をもっていない 15歳未満の年少者も向様に教授

一学習義務として，年少者のための夜間学校に引き入れられる。

註 2. 年少者の労働日は，全体で8時間分支払われるが， 61時間である(労働委員部法令)。

註 2.の付則 生産の状況に応じて，また最高国民経済会議の裁可をえて，年少者の労

{動臼が6時間の規準を超える企業は，教育人民委員部の校外教育部にこ

れをただちに知らせる義務を負う m

第 2条年少者のための学校における系統的な課業は，週6国 2時間以上，仕事から自

由になった時間におこなわれる。

第3条 この法令の実施にあたっては，国家機関，ソビエト機関も剖外とせず，履用され

就業している年少者が属する工場管理部，商工業会業および手工業企業の所有者，ホテル， レ

ストラン，食堂，

が義務づけられるn

公衆浴場の所有者およびその他のすべての私人，機関に以下のこと

ア)年少者の労働または勤務への採用の際には，学校に通学している証明言ピ必要とする。

イ)労働または勤務を理由として年少者を学校の課業の時間に遅らせてはならないれ

第4条 第3条で述べられた決定を実施しない責任者は，法のあらゆる厳正さにしたがう

て蔀せられる。

教育人民委員 ア・ルナチヤールスキー

北部外i校外教育委員 品ノレ・メンジンスカヤ

州労働委員 ニLヌ・イヴァノーブJ37) 

このロシアで最初の『義務校外教育令』は約言すれば，年少労働者に2時間の教育を受け

させること，その為に必要な措置を関係機関にとらせるというものであった。この『義務校外

教育令』制定の背景には， 1917年 10月29日の『教育人民委員の呼びかけ』の「文官と無教育

との闘争は児童，青少年のための学校教育の正規の組織にとどまることができなし、。……成人

のための学校は国民教育の全般的計画の中で広範な位置を占めなければならない。J38)というこ

とから当然幾関されてきた文富一掃運動がある。 レーニンは r物質の生産と分配を全間的に
闇家的記I娠し統制しなければ，勤労者の権力も勤労者の自由もたもちえないし資本のくびき

のもとへの逆戻りは避けられなしづ39)と述べ， r記帳と統制jが必要であることを指摘してい
る。そして「労働生産性」を高める必要があり，その条件のーっとして「住民大衆の教育と文

化との向上J40)をあげている。以上レーニンが述べたことは， この『義務校外教育令』制定に

玉三る過程において底流として， しっかりと位置づいていたし，勤労人民の教育に貫いていたの

である41)" 

『義務校外教育令』は， クループスカヤが『労働委員部へ(法案)~や『児童労働の廃止に

かんする問題によせて』で述べた「年少者の労働の合理的な組織Jという点からではなく，文

，無学の一掃のために公布されたと考えられる句。

この『義務校外教育令』を期にして年少労働者のための学校が創設されるのである。

〈設〉

1) KOMMyHHCTH'leCKalI rrapnilI COBeTCKoro COlO3a B pe30JIIOUllHX II perueHHlIx coe3，IJ.O邑， KOHφepe-

HUH員 H IIJIeHyMoB UK， 1898-1954， MocKBa， 1954 r.， CTp. 41. 
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1899年にレーニンは， 党綱領察署長な執筆し， 14歳未満の児童労働の禁止が必要であるとした。

レーニン「わが党の統領家事長JIi'レ{ニン全集J1，大月議iぢ，第4巻， 255ベージ。
2) ロシアの年少労働者数は 20世紀にはいって，次の章受のような増加を示している。

年度(1月113現在) 年少労働者数(千人) 年度 (1Jj 1日現在) 年少労働者数(千人)

1901 174，7 1908 181，6 
ー・園開W唱聞開園聞晶圃.副圃・・・・聞神崎町戸山由E司四-- 柄拘--神『開明 砕噌』噌凶四『関内岬川町副

1902 179，8 1909 179，2 
同声噴い『声骨材--匂噌M 『同 M桝岬桝4峰崎幽晶-_.凶叫晶いH峰崎町-.凶晶圃咽E幅司伺奇声崎同制・・司 吋柿桝

1903 176，1 1910 181，6 
喧・・・・咽圃・ E・---------咽.---幅四幅柄、“神柑， ーー・・四時h昨凶酬世岨w ・a・輔ゆ両---

1904 186，9 1911 202，3 
唱開岬晶崎幽岨“‘晶・・岨凶・幽晶・. 州制h声骨柄制崎岬斗暢仲制晶F崎柏町ゆ回目眉副『凶ーー曹、，守悼 凶圃品切圃圃曹関晶園周 W唱開凶幽‘・岨・.

1905 176，6 1912 220，7 
開院圃同居咽'・・・聞・・司、F材d砂町岨 E・咽---砕.-.-

1906 175，4 1913 231，4 
句、同.，，----聞輪幽』“

1907 183，4 1914 258，8 

(A. r. PaulIfH; φOpMHpOBa日夜epa60可eroKJlaCCa POCCHH， MocKBa， 1958 r.， CTp. 258) 

戸シアにおいて絞初の「年少労働法」は 1882年6月1日に， ツ7 リの裁石Iをうけた。 この法律

は， 12歳未織の就業を禁止し， 15歳未満の年少者の労働日を絞大8時間とした。法律の適用範閉は工

場(中a6pHKa)，製作所 (3aBOぇ)， マニュブアクチュア (Ma廷y<taKTypa)であり， 大蔵大宮が必喜さとみ
とめた時にのみ，若干の手工業に拡大されるのであった。そして法の違反に対する措資規定はなかった。

その後1884年に年少者の学校教育についての「法律Jが公布された。「法律Jによると工場主は小学校
の1年級を修了Lていない者に，毎日 2終問ずつの諜妻美さとうける可能性さと与えてやる義務を負った。年

少殺の労働日にかんしてi主， 1882年法の迷統4時間以上を雲寺じてL、ずこのが， 6時間が限度と改慈された

(荒又重機， Ii'ロシア労働政策史J1，寝屋社厚生関， 1971年， 129-131ベージ)。 これらの法的銭授がとられ

たが，熟練労働者の補助工として，また単純作主義に長時防，従事する労働者として，年少労働者は肉体

的，精神的発遂をむしばまれていたのである。

3) レーニン「党綱僚改正資料J，Ii'レーニン全集J1，大月謬J苫， E喜24巻， 501，502ページ。
4) レーニン， rナ P ードニキの~怒、計画の珠玉J， Ii'レーニン全祭ふ大月寄宿，第2宅金， 468ベージ。

5) H. K. KpyncKall; 官pO員五郎HbI員 nyTb'，-f1e，ll;arOrH'leCKHe CO可HeHH克， T. 4， MocKBa， 1957 r.， 

CTp. 505. 

6) TaM iKe， 'POJlb JIeHHHa君 60pbBe3a nOJlHTeXHH'lecKylO IIlKOJlY'， CTp. 535. 

7) TaM iKe，‘HapoぇHoeo6pa30BaHHe H )I.eMOKpaTHll'， T. 1， CTp. 253. 
8)マノレタス， r個々の問題についての暫定中央評議会代議員への指示J，Ii'マノレタスニヱエンゲノレス全集J1， 大
月言害賠，第 16巻， 194ベージ。

9) H. K. KpyncKall; 'HapO)l.HOe 06pa3oBaHH己目瓦eMOKpaTHll'，CTp. 264. 
10) この総合技術教育にかんしては，-<ノレタス，エンゲノレスの著作の検討， ロシア社会民主労働党の綱i1!i，

レーニン !lノレープスカヤなどの表作の検討を経て，厳密jに経過を明らかにすることが，今後の課題と

して残っている。

11) H. K. KpyncKa克;‘HeOTJlOiKHall3a)l.a耳apa60可沼x-oxpaHaTpy，ll;a )I.eTe品目 nO，ll;pOCTKOB'， T. 1， 
CTp.408 

12) TaM )Ke， 'IlI託OJlbHallMyHH~HnaJlbHa耳目porp且MMa'， CTp. 413. 

13)村山士郎氏によれば，教育に関する家宅ど設けている自治体政調理は，これまでのところ 3つ知ることがで

ぎるとされてL、る。 それは， 1)口シア社会民主労働党(ボ)クラスナヤーノレスク総織の市議会選挙政綱

事長 (1917年4月1日)0 2)ロシア社会民主労働党(ボ)-地方自治体政綱の基本的立場 (1917年5月7，9，

12 13)0 3)口シア社会民主労働党(ボ)モスクワ地区ピュロー及びモスクワ地区委員会の地方自治体選挙

政綱 (1917年8月初日以前)である〔村山士郎「ロシア社会民主労働党(ポリシェピキ)の地方自治体

教育政織の考察J，Ii'教育学研究ム第42巻，第3iま(1975年9月)， 202ベージ〕。
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14) ベトログラードのウイボノレク阪で{主[玄談会選挙の結采，ポリシェヴイキーが 67議席中， jg半数の 37議

出?をしめ， ここでは， 自治体政帯電の実践が卒急、iこ着手された。前}:{，¥'，jJ， 201-210ベーシを参照され

fょL。

15) ((I13BecT悶))， 30 OKT1I6p毘 1917r" 

16) 地方レベノレて1士、，十月革命以前においても，労働組合は工場委員会と協力して， 15絞未満の児童の101m

禁止年少者の深夜労働のき誇ll::，年少者の8時間労働践を含む凶体協約の液名古どかちとったと，.うこと

があるの

A. H. Au;apK!lH; 況¥!l3Hb!l 6opb6a pa60可邑品 MOJlo.n:e)l{!l B POCC!l!l (1900-0KT毘6pb1917 r.)， 
MOCKBa， 1976 r.， CTp. 290. 

17) このような鋭定は 1919 年の 2 Jl 3 討のコムソモール中火委員会において取り前 L~ど姿求されているの

Hapo.n:Hoe DpOCBemeHl1e， e)l{eHe.n:e必bH滋K，1919 r.，ぬ 31，CTp. 12. その後の労働人民委員総の法
令 (1919年 7月3日)をみても医用労働がれされるのは 16jおと Lており， 特別な場合 14il誌でもTiJ能

としているような状況であるのそれ1ムこれは非現実的な規定であったの

18) P. r， JIeM6epr;‘江lKoJla.n:Jlll BHeIllKOJlbHOrO 110.n:pocTKa'， Ha l1yTlIX K HOBO員IllKOJle，1923 r.， 
N2 1， CTp. 24. 

19)瓦eKpeTbfCOBeTcKo晶 BJlaCnI，T. 4， MocKBa， 1968 r.， CTp. 177. 
20)註と Lて，物質的欠乏があり，社会保修部，教育人民委員部による保障のl可能性が労働ミ工法目立督官によ

って証明されないような場合， 14歳以上の年少者は波長まされうるとされていた。

((I13BeCT!l1l))， 3 !lIOJlll 1919 r" Hapo.n:Hoe DpoCBemeH!le， e)l{eHe.n:eJlbH!lK， 1919 r.， N2 45-47， 
CTp.16. 

21) C60pH!lK，瓦eKpeTOB!l DOCTaHOBJleH!l詰 pa60Qe寸{peCTbllHCKoroI1pa詔!lTeJlbCTB在日oHapO.n:HOMy 
06pa30BaH!lIO， BbIl1yCK BTOpO品， 1921 r.， CTp. 166 

22) C60pH!lK .n:oKyMeHToB 1917-1973 r.r 
Hapo.n:Hoe 06pa30BaH!lεB  CCCP， MocKBa， 1974 r.， CTp. 7-9. 
この呼びかけは 1)教育活動の一般方針 2)教授一学習と教育 3)地方分権 4)溺民教育醤家委員会

5)教育者と社会 6)怒法制定議会 7)省 から成り立っている。

23) TaM )l{e， CTp. 8. 

24) これについての評価は，ゲJ岡正直「プロレタザアートの独裁と過渡郊の教育J(北海道大学『スラグ研
究J1，第 7~予， 1963王手， 70-71ベージ〕を参j隠されたい。

25) 臨時政府下において，初毒事，中毒事学校改革がおこなわれたが，それが徹底されないということもあって

ほぼ従来のツアーりの下での学校体系が存在していた。

ツアーリの下での学校体系は K.E. EeH.n:p!lKOB; Hapo.n:Hoe 06pa30BaHHe， 1947 r.， N2 3， CTp. 51 
(綿布主倍iiif.修 rrt生界教育史大系J1， rロシア・ソビエト教育史 IJ，講談社，第 15巻， 1967年， 297ベージ)
のE喜を参照されたい。

26) C60pH!lK .n:oKyMeHToB 1917-1973 r，r.， 
Hapo.n:Hoe 06pa30BaH狙eB CCCp， CTp. 133. 

27) A. B. JIyHa可apCK!l詰;‘，llOKJl3.n:Ha 3 ceCC!l!l B日I1K 7-ro c03bIBa'，-A， B. JIyHaQapCCK!l員， 0
BOCI1!lTaH!l日夜 06pa30BaH!l!l， MocKBa， 1976 r.， CTp. 75 

28) コムソモーノレは中等科学校が， ブノレジョア学校になっ-u、る会事と批判L，教脊人民委員fciiii主，その政策
主重点を学校ークラブに移す必撃さがあるとした。

φ.φ. KOpOJleB; OqepK!l 110 !lCTOp!l!l cOBeTcKofi IllKOJlbI !l l1e，且arOr!lK!l1917-1920， MocKBa， 
1958 r.， CTp. 198. 

コムソモーノレ第 21m大会 (1919年 10月)の学校政策に関する決議(1，教育人民委員部のj首毅Iの中心を年

少者の学校ークラブに移すべきであると述べている。

Hapo.n:HOεDpOCBemH琵e，e)l{eHe.n:eJlbH!lK， 1919 r.，ぬ 56-58，CTp. 15. 
29) たとえば， 1919年のはじめにベトログラード技術・験薬学部長‘ンュー (llly)は事長築技術教育を高等教

予言段階に移管するというような措践を批判し，職業技術教育を中等教育段織において哲三施するというよ

うな抜本的措鐙を災現しなければ，経済生活の完全なる混乱をきたすだろうと指擁した。

φ. φ. KOpOJleB; 羽3 HCTOp!lH Hapo.n:Horo 06pa30BaHHR B COBeTCKO註 POCC滋ぜ，-I13BecTHlI
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Af1H PCφCp， BbIIlyCK 102， MocKBa， 1959 r.， CTp. 32. 

30) H. K. KpyncKa51; ‘Coe)l.辺諸eぉHeooy可eHH51C npoH3BO，n:HTeJJbHbIM Tpy，n:OM B e，n:HHo盈 Tpy，n:OBO員

出 KOJJe'，一日間arOrHQeCK双eCOlJHHe問 51，T. 4， CTp. 23. 

31) A. B. JIyHa可apCKHII;‘瓦OKJJa，n:Ha 3 ceCCHH BI..l;J1K 7…ro cOBbIBa'，-TaM )J{e， CTp. 75. 
32) H. K. KpyncKa51;‘B KOMHCCapHaT Tpy，n:a'，-TaM )J{e， T. 4， CTp. 7-8. 

33) TaM )J{e，‘ByKBa 3aKO況が， CTp. 11. 

34) TaM )Ke， CTp. 12. 

35) TaM )J{e，‘K Bonpocy OO OTMeHe ，n:eTCKoro Tpy，n:a'， CTp. 16. 

36) HapO，n:HOe f1pocBe~eHHe， e)J{eHe，n:eJJbHHK， 1919 r.，ぬ 31，CTp. 12. 

37) P. r. JIeMoepr; 'lllKOJJaぷ且51BHelllKOJJbHOrO nO，n:pOCTKa'， CTp. 23-24. 
38) COOpHHK瓦oKyMeHToB1917-1973 r.r.， CTp. 8. 
39)レーニソ「ソビエト権力の当部の任務J~ν ーニン会築~，大月議!古，第 27 巻， 256 ページ。

40)悶， 260ベージ。

41) この当時の校外教育をめぐる動向にかんしては， 村山土長.~ rロシア革命郊における学校外教育(社会教
資)の計画J，東京大学教脊部紀婆， 1975年，第 15巻， 257-271ベージを参照されたい。

42) レムベノレクは，この法令を拡大，深化させたものが，後の文盲撲滅についての法令であると指摘してい

るo P. r. JIeMoepr;‘lllKOJJa ，n:JJ51詔HelllKOJJbHOrOnO，n:pOCTKa'， CTp. 23. 

第 II霊友 年少労働者の教育施設と工場技能学校の萌芽

第1節 学校ークラブの創設とその問題点

(1) 学校…クラブ創設のための活動

『義務校外教育令』公布前後， モスクワとペトログラードを中心として学校一クラブの建

設が着手された。学校ークラブの創設の原動力は， ①各地の労兵ソビエトに付属する国民教

育部，②関民教育部に少なからぬ援助をした先進的な労働者，③そして年少労働者自身であ

ったの地区の各工場委員会の代表から成る集会が開催され，そこで学校一クラブの釘的と在務

が述べられた九さらに，学校ークラブの宣伝のための年少者から成る専門委員会が組織され，

その代表は工場や小企業に派遣された。そこで，代表者たちは「知識をたくわえることにつと

めて下さい。知識だけが無学にうち勝つのであり，無学に対する勝利は，資本と資本家に対す

る勝利であることを覚えていて下さい。関志諸君，もし経営者があなたたちを婦さないのなら

ば，われわれに，自分たちの声明を送って下さい。J2)と年少労働者に訴えた。

学校一グラブ、の創設にあたっては，当初予想されなかった工場委員会や小手工業企業から

の妨害等もあって，すべてが円滑に運んだ訳で、はなかった。多くの工場委員会は一人の職人の

助手である年少者たちを早く帰すことをのぞまず，そうすることは仕事の縮小につながるとい

う事情を訴えた。とりわけ，一人の職人に数人の年少者がつく呑料， ~IJ 榔工場は，これに間執

したのである叱 このような問題の解決のため，労働監督官に事情を訴え， また工場委員会に

影響を与えなければならなかった。このために，関民教育部のイニシアチブの下に，工場委員

会の代表と年少者および教育者の代表との会合がもたれた。このような会合は効を奏し大多数

の工場は，年少者を2時間早く燥すようになったので、あるべ このように学校ークラブの創設

期において，年少者と生産組織との間に若干の車L轍が存在していたことを知ることができる。

また，それとは別に初等科学校，中等科学校の教師の側からの学校…クラブの開設に対

する非協力もあった。大多数の学校ークラブは初等科，中等科・学校の教室を借りて活動を開始
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した。初等科学校の教師たちは，教材や電nをしまいこんだり，学校…グラブの開設が予想さ
れた学校の教師たちは，国民教育部にやってきて，自分たちの学校の不便さを訴えたりした5)。

(2) 学校ークラブの教育活動

学科のための一定の嬰闘は作成されず，年少者はロシア語，数学，物理，化学，製図，Hを

史を学習した6)。学校一クラブで学習している年少者は，年齢においても，その教育程度にお

いても様々であった。学校ーグラブの課業は 2つのグループ，若干のところでは4つのクやル

ープにわけられていた。読み書きができるグループと，できないグ、ループにである。そして前

者は，知識の穏度によって科目がわけられた7)。クラブ活動は声楽，演劇，指物，木彫，音楽，

文学，裁縫，芸術等があった。

1918年の求までの学校一クラブにおける年少者の活動の目的と課題は，以下のとおり 3つ

に分けることができる。第 1は，政治的に通暁し，臼々の諸問題を理解することであり，第2

は，実利的，技術的なこと，すなわち学校一クラブで学んだことをよりよい賃金の獲得のため

に使用することであり，第3は，読み書き一般である8)。

冬期には，全地区の年少者の連帯を強化させ，学校ークラブにより近づけさせるために，

一連の文学一声楽のタベが催された。そこで共産主義青年間盟の年少者も何回か演説をおこな

った。このタベは，学校一クラブに多くの未組織の年少者をひきつけた9)。

春になると，遠方のコローニャや南部諸県へ年少者を派遣して欲しいという要望が，

クラブに殺到した。遠方のコローニャに行けない年少者のために，近隣のコローニャでの

活動も計画された。こうして夏期には 2つの種類のコローニャにおける活動が開始された。

(3) 年少労働者の要求と学校…クラブとの間の矛盾

夏期までには，学校…クラブへ通学している年少者の数は激減した10)。このような大きな

減少は燃料の不足のために復活祭のあとで多くの工場，製作所が閉鎖がしたことにともない，

多くの年少者が村に散ってしまったということによって説明される。それとは別に，多くの年

少者がパンを求めて散っていった11)ということも減少の理由のーっとしてあげることがで

きる。

当時の経済状況は，国内戦，干渉戦のもとにあり悪化を極めつつあった。パク一地区とカ

フカースからの石油の供給は， 1918年夏から 1919年米まで完全に途絶し，ウクライナの石炭

と鉄の主要な資源が再び入手できたのは， やっと 1920年のことであった。 まさに燃料危機が

工業の崩壊の主な要国であった12)。

学校一クラブの出席率が低いことは，別の理由からも説明されうる。 1919年S月17日~

19日に開催されたそスクワ市地区年少者協議会において，年少者たちは，出席率が低い原悶を

r(学校ークラブ一一一筆者〕に対する両競の敵対的な態度Jr(活動の一一筆者〕たて方の欠陥J13)

にあると述べた。 f活動のたて方の欠陥j とは，学校ークラブ当局は， r多くの教育を与えるこ
とを約束しているが，少しの教育しか与えていないJ14)ということである。

学校ークラブの教師は， 生徒の諜業に対する「関心の低下Jr感受性の鈍さJについて嘆
いたが，生徒自身は課業への関心のなさについて別な解釈をした。 r数学は退屈だ。勉強して
も忘れてしまうJr職業科自宅ピ教えた方がよいJr学校ではやたらに多くの時間が費される。今
の課業を少くし，手工をおこないたいJr重要な製閣が教えられることがのぞましいJ1S)。これ
らの生徒の音葉は，実擦に仕事に役立つ職業科目に大きな関心を生徒が示しており，職業科闘

が少ない，いわゆる「普通教育科目中心jの課業には満足してはいないこと，つまり「学習し
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ていることに，有益さを感じないJ16)ことを意味するものである。

さらに，学校ークラブには活動をおこなう上で，若干の不十分な点があったことを述べな

ければならない。第 1は，この分野において十分な準備教育を有する思想性のある勤務員一教

師がいないことであり，第2は，教科書がないことであり，第3は，学校ークラブのための特

別な施設がないことであった17)。

盟内戦，干渉戦とし、う事情，学校一クラブの活動をおこなう上での条件の悪さ，そして学

校一クラブの普通教育科目中心の課業は，年少労働者が学校 グラブから離れてゆく要因とし

て作用した。そして，学校一クラブのこのような停滞が明らかになった結果，ベトログラード

のように 1919年には， 大多数の学校 クラブが年少者のための娯楽を組織するクラブに簡単

にかわった18)という状況もおこったのである。

しかしながら，学校ークラブは，他の都市ではひきつづき年少労働者のための主要な教育

施設であり， 1920年代初めまで活動を続けてゆくのである。

第2節 労働青年学校の創設と実践

(1) 労働膏年学校の創設のための活動

労働青年学校は， 学校一クラブと同じく， 1918年の秋に創設された。 そして労働青年学

校はそスクワや他の工業中心地とちがって，ベトログラードにおいて年少労働者の教育の支配

的形態であった19)。ペトログラードの大工業企業では，工場委員会と労働組合の幹部が労働青

年学校を創設した。たとえば 1918年の秋に工場委員会の決議にしたがってプチーロフ工場に

労働青年学校が開設され，そこには750人の青年労働者が登録された問。創設にあたって， ソ

ピエト政権には労働青年学校の年少者の教授一学習の統ーした体系はなく，それ放，はじめか

ら工場のポリシェヴィキー機関は工場委員会および労働組合と共に自主的に労働青年学校を開

設した21)。

地区の労兵ソピエト，労働組合幹部，工場委員会との協議の後，教育人民委員部は 10月

に， r労働青年学校・年少者クラブ崩J(<CeKUli51 llIKOJl pa60町訪 MOJlO)(e:llm沼 KJly60B)(J15I 
mぇpOCTKOB))を創設した22)。

「局j の創設にともない学校数，生徒数も著しく増加しペト口グラードでは， 1918年秋

の19校， 5千人から， 1919年春の 37校， 8450人に増加した23)。

(2) 労働青年学校の教育活動

労働青年学校は生産に従事している年少者に普通教育と労働部門に関連する職業教育を与

えることをB的にしていた。その目的にしたがって r労!動青年学校局」は模範教科プランを
作成し，個々の学校はその教科プランを基礎にして，自主的な教科プラン右をf作成した2利4め)

課業は夜の 6時から 1凶O時までで、おこなわれ， 冬期の課業はクラス単位で， 夏期の課業はサ

ークル活動単位で、おこなわれたのクラス単位の課業は普通の初等科，中等科学校の教授一学習

活動の方法と同じようにおこなわれ，サークル活動単位の課業は必修と選択にわかれていた。

ヴィボルク地区の労働青年学校の報告によれば，必修のサークルは菜園一週2時間，数学-2，

ロシア語-1，文学・雄弁術-2，博物学-2，体操-1であり， 選択のサークルは芸術一8，演

劇-6，戯曲-4，図書-6，保健衛生-6，スポーツー10，指物-6であった25)。

いくらかの労働青年学校は，実験室，擦本室，作業場でも課業をおこなうことができるよ

うにつとめ，学校は必要な数の解剖学，動物学，横物学の直観教授用品，地関等を入手し，ま
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た工場は製国板，定規， コンパス等を学校のために用意した26)。

労働青年学校は，若干の職業教育を与えるという点で，学校一グラブよりも年少労働者の

要求に合致する教育施設であった。例としてパラホーヴィ工場付属第1シュリッセルブルク労

働青年学校の教科プラン幻)を引用する。

科帳 日

ロ シ ア 諮

数 学

地 理主 学

i事 物 学

E歪 史

物質文化史

巨雪 i務

軍基 i務

11呂 歌

言普 言苦

合

挙ト 日

口 シ ア 諮

政治緩済学

算 数

代 数

幾 (nJ 

角 法

化 《寸主~

物 理

重E 関

~ 画

主主 築 手r~

iIlU 地 学

'向T彰L 気 ヱ 学

蒸 会L 機 I)!J 

zH イ プ

暖房と通風

7K 送

合 5十

年少グループのための教科・プラン(1週間の時間数)

1 

4 

3 

l 

1 

2 

4 

15 

=. 
づ一 期(半年)

2 

4 3 

3 3 

1 1 

1 2 

l 

1 

1 1 

1 1 

2 1 

2 1 

15 15 

年長グループのための教科プラン (1遜簡の時間数)

みで'j:.与 期 (半年!

7 8 

1 1 

4 

4 3 

4 3 

2 

3 3 

3 3 

3 3 

2 “ 。
2 

24 22 

4 

“ ワ

3 

2 

2 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

15 

9 

1 

2 

4 

2 

3 

3 

2 

2 

2 

21 
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学校一クラブでは，年少者はロシア藷，数学，物理，化学，製図，援史を学習したが，こ

れらの教科プランによると労働青年学校では，年少者はこれらの科自の他に，建築術，測地

電気工学，蒸気機関，ボイラー，暖房と通風，水道等の専門科目を学習したのである。

さらに，課業が実験室，標本室，作業場においてもおこなわれたことは，学校ークラブよ

りも教授活動において一歩議進していることを意味している。

労働青年学校は，共産主義青年間盟第3副大会 (1920年 10月)で「まず第一に工業都市に

設立する j28)決議をうけて， 1920年代はじめまで活動を続けるのである。

第3節 工場技能学校の萌芽

工場技能学校は，労働青年の中から熟練労勤者を養成し，そして彼らを生産に注ぎ入れる

ことを毘的として発生したの最初の工場技能学校は 1918年にそスクワの「ジナモj(瓦聞aMO)

工場に設立されたが，学校はその当時十分定式通りには構成されていなかった29)。ジナモ工場

における工場技能教宵は熟練労働者の養成の準備にとってあまり条件のよくない状況でおこな

われざるをえなかった。そしてやっと， 圏内戦終了後のr1921年春に， 工場管理部は， そこ

に旋盤業と指物業の 2人の職工を配属させたj30)のである。学校の第1回gの卒業は 1921年

の 12月で，その時6人の職工を送りだした31)。

ここにおける工場技能学校が， 1921年以降愈速に建設された工場技能学校と同じ形態の学

校であるかを判定するための資料は， 現時点では 1922年 10月llB付『プラウダ』の他は発

見されていない。今後の資料の発見，研究の進展により，発生時を 1918年とすることも可能

と思われるが，この判定は今後の研究の課題として残されている。

以上，学校ーグラブ，労働青年学校，工場技能学校について検討してきたが， 1919年段

階において年少労働者の教育に対する要求，志向が，熟練労働者の養成，すなわち，より高い

賃金を保障する教育に向けられていたことは，それ以後の年少労働者のための学校の建設に大

きな影響を及ぼすことになった。 熟練労働者(技能有資格労働者)養成のための工場技能学校

が， 1920年代はじめに大量に建設されるのは，年少労働者のこのような要求を一つの基礎とし

たからである。

〈詮〉

1) r.瓦.瓦eeB-XOMlIKOBCKH晶 'PaOOTaC paoo可HMHrro~pocTKaMH B 1918-1919 roぇy'，Hapo瓦Hoe
rrpOCBe~eHHe，泌 18-19…20， 1921 r.， CTp. 43. (以下 elKeHe兵制bHHKと認してない場合は elKeMe-

ClI可沼bIHopraH HapKOMrrpoCaとする).
2) TaM lKe， CTp. 44. 
3) TaM lKe. 

4) TaM lKe， CTp. 45. 

5) TaM lKe， CTp. 46. 

6) E.nH3aBeTa llIH.n.nepT; 'IllKo.nbI H K.nyobI <þaõp克司HO-3a自O~CKHX rroぇpOCTKOB(113 OrrbITa 3aMO・

CKBope~Koro pa盈OHa)'，Hapo江HoerrpOCBe~eHHe， elKeHeぇe.nbH混在， 1919 r.，地 51-52，CTp. 6. 

7) r.瓦.瓦eeB-XOMlIKOBCKH詰;‘PaOOTaC paoo可HMHrro~pocTKaMH B 1918-1919 roぇy'，CTp. 43. 
4つのグノレープがあるところでは (1)完全に読み謬きができない (2)あまり読み議きができない

(3) (2)よりも読み議きができる (4)都市学校や中学校の何学年かを終了した者にわけられた。

(1)は初歩の口シア諮と算数が学習され，震史，自然科学，地理学号事l土(2)のグノレープの者たちと共に学

留した。

8) TaM lKe， CTp. 47. 
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9) TaM iKe， CTp. 48. 
10) EJlH3aBeTa IlIHJlJlepT;‘lllKOJlbI H KJly6bI KJly6bIφa6pH可HO-3aBO且CK羽XrroλpOCTKOB'， CTp. 6. 
たとえば，モスクワ河右岸地区では， 1918年の 12月に学校ークラブが開設した時には， 1250人が主主録

されていたが， 7，8月には， 200人しか学校ークラブに残っていないという状況である。途方のコロー

ニヤの 166人，近隣のコロ{ニヤの 100人を合計しても 466人である。

11) TaM iKe. 
12) E. H.カー， IFポリシ z ヴィキ革命Jj，第 2巻， 146ベ{ジ。

13) HapO，lJ.HOe I1pocBemeHHe， eiKeHeぇeJlbHHK，1919 r.， N2 37-38， CTp. 14. 

14) TaM iKe. 
15) P. r. JIeM6epr;‘江lKoJla，lJ.J1耳 BHeIlIKOJlbHOrOrrO，lJ.pOCKTa'， CTp. 37. 
16) TaM iKe. 
17) r.江.且eeB-XOMllKOBCKH員 'Pa6oTaC pa60可滋MHrro且pOCTKaMHB 1819-1919 roぇy'，CTp.46. 

18) A. H. BeCeJlOB; I1po!teccHOHaJlbHO・TeXHHQeCKOe06pa30BaHHe B CCCP， MOCKBa， 1961 r.， 
CTp.158. 

19)φ.φ. KOpOJleB; 0耳epKHrro HCTOpHH COBeTCKO註IlIKO且bI沼 rre，lJ.arOrHKH1917-1920， CTp. 388-

389. 

20) B. 11. Hoca可I1PO!tCOI03bI COBeTcKo首 POCCHH B roぇbIrpa)世且aHCKO員 BO品目bI(1918-1920)， 
MOCKBa， 1978 r.， CTp. 172. 

21) TaM iKe 

22) TaM iKe. 
23) TaM iKe， CTp. 173. 
24)φ.φ. KOpOJleB; OQepKH rro HCTOpHH CO思eTCKO員悶託OJlbI路 rre，lJ.arOrHKH1917-1920， CTp. 389. 

25) TaM iKe. 
26) TaM )世e，CTp. 390. 

27) TaM iKe， CTp‘391. 
28) TaM iKe， CTp. 398. 
29) ((ロpaB，lJ.a))，11 OKT1l6pll 1922 r.・

30) TaM双 e.

31) TaM淑 e.

第 III意 職業技術教育政第の転換と工場技能教育の再編

第1節 職業技術教育政策の問題点

第一次大戦終結のためのドイツとの単独講和ブレストージトブスク講和 (1918年3月313) 

後，ソビエト政府の当面する任務は f資本主義よりもいっそう高度な社会的経済制度をつくり

だす」こと，すなわち r労働生産性の向上，およびそれと関連した(またそのための)いっそ
う高度な労働組織J(レーニン)であった。レーニンは労働生産伎の向上のための条件を大工業

の物質的基礎の確保 r住民大衆の教育と文化の向上J，r勤労者の規律の向上， 働く蹄前の向
上，技師の上達，労働強度の増進，労働組織の改議j とした1)。社会主義建設をすすめる上で

殊に労働生産性の向上はその根本であり，そのために教育は大きな役割を果さなければならな

かったので、ある。

このような課題は国内戦と干渉戦によって，その遂行が阻害されたが，もう一つ，ソビ‘z

ト政府内部の教育政策が，その課題の遂行を遅らせ弱めた理由としてあげられる。すなわち教

育人民委員部の職業技術教育政策がそれである。

1917 年の『党綱領改正資料~ ~地方自治体学校綱領』等で規定されていた r16 歳未満の児
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叢の無償，義務の普通教脊と総合技術教育jを基本原則とし，教育人民委員部は教育改革を開

始した。まず最初に職業学校の教育人民委員部への移管が実施された。教育人民委員部にすべ

ての学校が移管される法令が 1918年 1月23日に公布され，そして次に，それを補充するとい

う形で1918年 6月6自に『すべての官庁の教育施設の教育人民委員部の管轄への移管につい

てPという法令が公布された
この 2つの法令を基礎として，さらに『統一労働学校令j]~同宜雷』を踏えて， ~教育人民

委員部統一労働学校部から労農代表地区ソピ、エト付属のすべての国民教育部へFという通達
が1918年 10月初日に『イズヴェスチヤ』に掲載された。通達は， 革命前の初等学校に付属

した，すべての手工業グラス，手工グラスを閉鎖し，これらのクラスの鬼童を統一労働学校に

移すことを命じた。さらに，技術学校，徒弟学校，職工学校，貿易学校，商業学校，農業学校

等の技術的，産業的，職業的性格を有するすべての学校安統一労働学校に改組し，当該地区の

要求がある場合には，これらの学校を統一労働学校中等科の上の高等タイプの専門学校に改組

することを可能としたぺ

f統一労働学校令』や10月30日の教育人民委員部の『通達』後，多くの 17歳未満の者の

ための徒弟学校や職業学校が廃止された。しかし個々の場合をみると，職工学校の統一労働学

校への改組は形式的ということもあった。例えは，セーフスキー職工学校の改組は，名称が職

工学校から統一労働学校に変化したが，時間表などの教育活動にかんするものは以前のままと

いう状態であった叱

これらの改組の過程で，地方の国民教育諸機関は，職業技術教育により多く配慮を払い，

職業技術教育に対する態度を変更することを教育人民委員部に要求した。ベト P グラード技

術・職業学校部長シュー(出y)は， 1わが技術学校の現状は，まさに緊急な措置が実施されな

ければ，よくても 2，3カ月しか生き残れないというものである。かくて，われわれは，国民経

済に必要な熟練した働き手を養成するという点で破産に誼面しており，それはもちろん，われ

われのすべての経済生活を完全な混乱に導く」めと述べ，教育人民委員部に現状打開の方策を

とることを求めたの

1919年4月に教育人民委員部によって職業技術教育に関する f宣言J)が採択された。『宣

は，技術学校，とくに中等技術学校のうちには若干のすぐれた設備を有する学校がある

にもかかわらず「しかしながら，不幸なことに若干の地方で、統一労働学校原則を誤って理解し

たために，われわれにとって最も価値ある学技が，それらを統一労働学校に改組するという口

実の下に閉鎖された戸ことを確認し，これを「まったく軽卒なことである戸とした。ここに

おいては，職業技術教育の開始は， いまだに17歳がのぞましいとされていたのであり，ただ

既存の職業技術学校の関鎖という「統一労働学校原則の誤った解釈Jに対して，それらの「務

次的改革J10)という方向を示したので、ある。

ところが，教育人民委員代理(文部次官)のエム・ニ巳ヌ・パク戸ーフスキー (M.H.口OKpO-

BCKHH)は， この『宣言』のだされた後も， 1教育人民委員部の政策がわれわれの職業学校を破

壊したといわれているが， これは，ほとんどまったく 10分の9中傷である Jll)と述べ， 1破壊

すべきものが何もなかったから，破壊することができなかったfめと職業教育政策を正当化し

ていた。しかしながら， 労働組合や諸関連人民委員部の側は， 職業教育の開始を 14歳として

おり，このことをめぐっての教育人民委員部のクループスカヤやルナチヤールスキーと官官者と

の開の対立が，しばらく続いていくことになる。そして，けっきょく，教育人民委員部は 14
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歳から開始することに同意するのである。

教育人民委員部の職業技術教育政策における問題点、は，第1に， 1918年10月16日公布の

『統一労働学校令~ w同宣言~，およびそれを受けた河月 30 13の教育人民委員部の『通達Jが，

熟練労働力の養成という課題を前にしながら，経済的必要ということを十分に考慮せず公布，

指令されたということであるの第2は，改卒の過程において「統一労働学校掠射を誤って理解

したために， ……最も儲値ある学校が……閉鎖されJ13)ることのないような措寵をとらなかっ

たことである。

第2節 職業技術教育政策の転換

教育人民委員部の職業技術教育政策の転換は， 1919年9月9日の参与会の職業技術教育の

一般計闘の承認という点に認められる。ルナチヤールスキーの説明によれば，職業技術教育は

2つの方法によ・勺ておこなわれる。第1は，中等科学校の上の単科大学 (HHCTHTYT，4~5 年)，

第2は，統一労勘学校初等科‘の上の職業技術学校 (4年)，さらにその上のテフニクム (TeXH欄

HKYM，4年)における職業技術教育である14)の

しかしながら， 教育人民委員部が職業技術教育の開始会 14歳とし， 職業技術教育を強化

する姿勢を示したのは， 1920年の前半に現らかにされた『ロシア・ソビ、Z ト連邦社会主義共和

国における職業技術教育に関する宣言』においてである。『宣言』は「われわれは以前の宣言

のテーゼと違って，技術教育とその他のあらゆる専門教育を 14歳から始めることを可能で、あ

ると考えているJ1S)と述べ，国の経済的必要のために従来の 17歳という点を 14歳としたので

あるのそして学校の職業技術教育とは別に，昼間・夜間の講習会という形式で，最大浪の校外

活動を発燥させなければならないということや「年少者の校外教育の問題がすぐに提起されな

ければならないJ16)と提案したので、ある。

こうして，教育人民委員部は，職業技術教育に関する方針な変更するのであるが，教育人

民委員部が当初の統一労働学校の建設という理念と矛盾する政策転換をおこなわざるをえなか

った状況が 1919年の米から 1920年にかけておこったのでである。すなわち，国内における各

戦線での擾勢，勝利である。東部戦線におけるコルチャーク箪に対する夏期の勝利，ぺトログ

ラード近辺でのユジェーニチ箪に対する秋期の勝利，そしてウクライナにおけるジェーニキン

寧に対する勝利， さらに 1920年の 2，3月のジェーニキン箪に対する決定的勝利等が経済建設

に着手させる華客間となったのである。

国内戦，干渉戦と連合闘の経済封鎖の中で，工場企業の閉鎖，労働者の減少が進行してい

き，その打開策として労働義務， w労働徴集に関する委員会2が組織された向。そこでは職業

技術教育の問題についても検討され， 14歳から職業教育が隠始され，そして，すべての関係す

る委員部，機関の代表者会合む十分に強力な機関が教育人民委員部の下に創設されなければな

らないという結論安もった向。そして「委員会j と教育人民委員部との協議の結果， w中央職

業技術教育委員会~ (fJlaBHbl誼KOMHTeTDpoφeCCHOHaJlbHO・TeXHHQeCKOrO06pa3oBaHHSl)の設

置に関する法令案が人民委員会議の承認にかけられた19)。

1920 年 1 月 29 日に『中央職業技術教育委員会の設麓~20) という全ロシア中央執行委員会

法令が公布された。そこでは圏の経済に必要な労働力を保障する経済活動と，緊密に結びつい

た職業学校，講習会絹の建設が主要な措賓の一つで、あることを考麗して以下のことが決定さ

れた。
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1. 現行の職業技術教育局を中央職業技術教育委員会21)に改組する。

2. グラヴプロフォーブルの参与会は，人民委員会議によって承認され，教育人民委員が

参与会の議長である。

3. グラヴプロフォーァツレは閣のすべての職業教育を管理する。

4. すべての省庁，機関は他の目的のために借用していた職業技術学校の設備，建造物を

返却することを義務づけられるの

5. すべての国家機関，企業は，グラヴプロフォーブノレにあらゆる援助を与えることを義

務づけられる。

6. グラヴプロフォーブ、ノレに付属する職業技術教育評議会が設置される22)。

参与会の構成は， アー・ヴェ・ノレナチヤールスキー(議長)，オー・ユー・シュミット(間代

理)，エフ・ヴ z ・レングニク，ベー・ゲー・カゼリ zーフ，アー・ベー・スグヴオールツォブ，

オー・ゲー・アニークストである23)。

グラヴプロフォープノレの発足後の3月にロシア共産党(ボ)第9回党大会が開躍され rす
べての型，種類の職業教育が広くおこなわれなければならないJ24)と決議された。そして4月

に第3回全ロシア労働組合大会が開催された。そこでは，労働力の驚くべき危機が現在あらわ

れている生産危機の最大原因の一つであり，プ口レタリア国家の重心が職業技術教育の分野に

移されなければならないとされ，労働者のための夜間講習会，そしてより熟練した労働者養成

のための展開講習会，古い型の手工業技能教育制度とは違う工場技能教宵制度の創設が決議さ

れた25)。

労働組合大会と前後して， グラヴプロフォーフゃル議長代理オー・ユー・シュミット 26)が4

月1日に最高国民経済会議常任委員会において報告をおこなっており， 4月27日"-'2913に職業

技術教育評議会第1会期が開催された。 4月1日の報告のテーゼによれば， r労撤者のための
短期夜間講習会は生産と緊密に結びついて，すべての大企業に付属して設置されなければな

らl7)ず，義務として当該企業のすべての労働者を包摂することとした。そして，評議会第1

会期では，この技能資格高揚のための短期講習会にほとんどすべての注意がむけられた向。さ

らに様々な種類の熟練した専門家の養成のためにテフニグムを建設することも提起され，それ

は6月の『テブニクム令』によって結実した。ここでは，テフニクムは中等科学校の2年の上

に連続し昼間4年，夜間2年とされた29)。短期議官会の設置については， 7月2913の法令

『職業技術教育義務についてJ]30)によって具体化した。これにより 18歳以上40歳未満の労働

者に教脊が義務づけられ，多くの講習会が設置された。

第3節 工場技能教育の再編

(1) 工場技能教育の再編の要求

1919年10月の共産主義青年同盟第2回大会は， r工場と製作所に付属して建設され，生産
と緊密に結合し生産的労働に従事するものを統一する労働青年学校は，労働への自然の理に

かなった補足物であり，社会主義教育に奉仕するものである。……青年の自主的な学校は，合

理的な生産的労働を基礎として，工場や製作所に建設される未来の社会主義的学校の核であ

る。J31)と決議で述べ，合理的な生産的労働を基礎にした工場付属学校の建設を必要と認めたの

である。そして「生産的労働が社会主義教育の基礎であるためには，それを改革しなければな

らなし、J32)ということは前提であった。
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1920年4月はじめの第3回全ロシア労働組合大会は，カゼリョーフの職業技術教育につい

ての報告をうけて決議を採択した。その中の「技能教育制度Jについての箇所では 1成人労

働者の(短期)の教育とならんで，強力な熟練労掛者カードルの養成を獲得するという課題は，

主として正しくたてられた工場技能教育施設 (HHCTHTyT3aBOACKOrO 門部閉eCTBa) の条件の

下で……解決されうる J33)とし，旧い型の手工業的技能教育制度がことごとく除去され，新しい

技能教育制度によってとってかわられなければならないと述べ，それは I[日い裂の手工業的技

能教育制度を工場企業から離れた専門学校にとってかえるという方法ではなく，工場学校と教

育作業場の建設という方法，および工場の作業場の生徒たちの労働 (4時間まで部減された)と

学校における課業との聞の緊密な総合の確立という方法によって J34)おこなわれなければなら

ないとした。さらに，このような学校は生徒に専門的な技術的知識を教えるということばかり

ではなく，一般職業教育，および生徒に留の経済活動における当該工業部門と全般的経済の意

義を理解させる一般工業準嬬教育をも与えることを目指さなければならなかったお)。このよう

に第3回全口シア労働組合大会の決議が新しい技能教育制度の創設の必要を指摘し，そして，

その後まもなく開催されたグラヴプロブォーブノレの職業技術教脊評議会第1会期において，ニ巳

ヌ・イ・チェリャーポフの f工場技能教育施設 (HHCTHTyT3aBOACKOrO y可出羽田CTBa)の設立に

ついて』という報告がなされたのにもかかわらず，すぐにはこの問題は理論的に検討されると

ころとはならなかった。それは「労働者教育の分野に対するほとんどすべての関心が，当時，嵐

のような開花の時期を経験した技能資格高揚の短期講習会に費されJ36)たからで、あり，そして

「第l会期によって選出された特別委員会が生徒たちによる職業の選択と年少者の義務教育実

施の法令の準備についての論議に大部分の時間をさいた」幻)とし、うことによって説明される。

これらの問題が，より具体的に位置づけられたのは1920年10月の職業技術教育評議会第

2会期である。決議は工業の復興が高度に熟練した労働力カードルの養成を強く要求している

近年の共和国の経済建設の状況下で 1その新しく具体的に待編された形の工場技能教育は，

自身の水準の高揚のためのこの不足している〔熟練労働一一筆者〕力の補充の主要な源泉

とみなされなければならなし、f8)と述べていた。その際， さらに f決議Jは，次の2点を考躍

しなければならないということも指擁している。 1つは，労働の機械化をともなう現代工業は，

手工業労働者がおこなっていた労働を機械がおこなうため，そのような手工業的熟練な不用の

ものとする。しかしながら，機械の操作や管理という点で高度で被雑な要求が，そこにおいて

必要とされることである。これは組立工タイプの労働者に顕著で、ある。そして，もう 1つは，

現代の工業，とりわけ口シアの工業は，労働が十分に機械化されておらず，作業が長年の熟練

と実擦の勤続期間によって習得される個人的な創造性や主観的な質や技能に依存しているよう

なカテゴリ…の労働者に根ざしているということである。「上述の 2つの事情は工場技能教育

タイプの学校(教科プランと教授要目)の建設の際に考産されなければならないf9)とされた。

そして，新しい経済体制が熟練した労勘者ばかりでなく，新しく組織された生産に意識的に参

加するカードノレの養成を要求していることを考癒して， 1技能学校の教科プランの中に社会的一

経済的要素， および政治的要素を入れJ40)る必要を述べている。さらに，工場技能教育の合理

的な組織化を早急に実現するために， 1工場技能教育事業に突!擦に関係しているすべての働き

手(技術職員，陸師，教育者，共産主義青年再現，労働組合)の詮意をこの問題に集中させる

必要がある J41)と述べ， 1工場技能教育に関する特別な大会」を準備することをグラヴプロフォ

ーブルに提案し，工場技能教育の構成や具体的計画，措置の検討のために，労{勤者職業教育部
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(OT)l.eJI I1po争eCCUOHaJIbHOrO06pa30問問先 Pa60可ux--略称 0I10P)42)の勤務員に，ザイジェ

一人チ z リャーポフ，その地な加える43)ことを決定した。これによって工場技能教育事業の

組織を具体的にすすめる人的要員が強化されたのである。そして，第2会期直後技師ザイジェ

ーリを長とする工場技能教育課(I10)l.OT)l.eJIφa6p例区O聞3aBO)l.CKOrOy可eHUqeCTBa)tJ;.設置さ

れペ活動を開始した。この第2会期において，年少労働者の工場技能教育の理念がより具体

化された(もしくは，具体化されぎるをえなかった)。その要因としては， 4月の第1会期以降，

そして 7月29日の法令『職業技術教育義務について』によって設置された短期講溜会網の拡

大， および工場技能教育についての共産主義青年間盟の側からの積極的関与(第z聞大会，第
3回大会)があると考えられる。つまり経済建設が必要とする熟練労働者の養成機関としての

講習会だけでは不十分で、あり，コムソモーノレ，労働青年の側からの要求もあって工場技能教育

(新しい型の)の組織が必要とされていったと考えられる。年少労働者の中からの熟練労働者の

養成事業もこの時期になって，やっと自然発生的段階から合理的に組織されうる段階として意

識されたのであった。

そして共産主義青年同盟も 10月の第3回大会において労働青年の社会主義教育について

のテーゼを採択した。そこにおいては，まず第一に工業都市における労働青年学校と工場技能

学校に関与し，組織することが指摘されていた向。

これらの動向を支持し，工場技能教育制度の定立に大きな影響をもった「国民教育問題党

協議会」が 1920年 12月31S ~1921 年 1 月 4 日に開催された。 この協議会は， グラヴプロア

ォーブルの指導的活動家(シュミット，その他)，若干の労働組合の活動家(カゼジョーフ，その

他)，そして，ウクライナの教育人民委員部の指導者(グリニコ，リャーポ，その他)の側からの

ポリテフニズムに対する激しい批判がおこなわれ，総合技術教育を 14歳までとしたことで注

目すべきものであった。労働青年の社会主義教育についてとし、う決議は， r現在の社会主義的
教育機関の慕象的課題はあらゆる状況の下でもプロレタヲア青年にかわらぬ注意を集中するこ

とでなければならないJ46)と述べ， 経済の利益と共産主義の強化という観点から， 労働青年の

ための学校の建設を教育人民委員部の最も重要で繋急な任務としてかかけYこ。そして「労働青

年のための社会主義的労働学校の実現に擦しては，根本的に再編された工場技能教育を基礎に

しなければならないJ47)と述べ，現在ある年少労働者のための学校の形態は， 1)工場技能教育

と結びついた工場付設学校， 2)工場技能教育のない工場付設学校， 3)工場学校， 4)工場のな

い工業タイプの職業技術学校，であり，その中で「もっとも妥当で，もっとも青年の要求にこ

たえるものは，生徒の実際の労働と結びついた工場付設という学校形態であり，……いわゆる

合理的な工場技能教育施設例区CTUTyT3aBO)l.CKOrO 戸eHUqeCTBa)である」拙)としている。この

ように党協議会は，職業技術教育評議会第2会期や共産主義青年同盟第3回大会が示した年少

者の工場技能教育についての考えを支持し，教育人民委員部にこの事業をおしすすめることを

提起したので、あるの

発足した工場技能教育課の活動は2つの方向でおこなわれた。 1つは労働青年の教育のあ

り方の基本原理の作成，年少労働者学校の概要の漸次的発表であり，もう 1つは，地方におけ

る〔年少労働者 筆者〕学校の自然発生的な建設を組織的に包摂すること，それに計画性と

統一性をもたらすこと，であった49)0 1920年には，第1回国民教育問題党協議会の決議が述べ

ているように工場付属の技能学校が存在していたが，これらの学校における教育を合理的なも

のにすることが，工場技能教育課の課題であった。そして，金属工業における技能教育規程の
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作成が，この課により着手されてゆく。金属工業において技能教育規程が，他の部門に先がけ

て作成されることは，熟練労働者の不足が深刻な問題であり，経済復興のために，この部門の

熟練労働者の養成が，まず第一に必要と考えられたことを意味するものである。この技能教育

規穫は，労働者職業教育部の拡大参与会のいくつかの会議で審議された問。その結果，それは

1921年 2月2自にグラヴプ P フォーブノレ参与会によって承認され， w金露加工工業工場技能教

育規程Jl51)として公布されたので、ある。
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第IV章 工場技能学校の創設

第1節 工場技能学校の創設

1921年の初めまでに前述のような工場技能教育の再編と，それを基礎にした工場技能学校

の建設についての諸決議や法令が公布されたのである。これらを基礎にして，各工場に工場技

能学校が建設されていくことになる。しかしながら，この『金購加工工業工場技能教育規程』

は， 1921年 2月に一応承認されたのであるが，地方レベルまで浸透するのにはしばらく時賠を

必要としたので，工場技能学校は， 11922年においても，教育期間という点でも，教科プラン

および年齢構成という点でも多額多様な様相な呈していたl)という状況である。全開シア
金属労!動組合の第6田大会での中央委員会の工場技能教育に関する報告によると， 1919年と

1920年に「一部は!日来の手工業学校から，一部は年少者たちが学習していた議溜会から，そし

て， さらには中等段階の工場学校からJ2)工場技能学校が建設され， 1そのうちほんの少しだけ

が独自に建設されたi)のである。 1919年 10月の共産主義青年同盟第2回大会，そして 1920
年4月の全ロシア労働組合第3回大会を経て，工場技能学校では，作業場における技能教育だ

けではなく，若干の理論教授もおこなわれるようになったのである。しかしながら，工場技能

学校が明確に理論化された学校として現われるのは， 1921年 2月の『規程』以後といわなけれ

ばならない。

そして，個々の工場技能学校の初期における状態は，あまり良いもので、はなかった。セス

トロリェーツク工具製造工場では， 工場技能学校は工場の使われずにいる職場の一つ(以前の
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シャフト作業場)に， 1921年1月に建設された4)。最初の 2年程，この工場技能学校は，定まっ

た目的，教科プラン，教授要自をもたず，定式化されていない状態にあり，学校の照明，緩房

設備等は穣端に不満足であって，教育職員と生徒の準備教育は極端に貧弱であったへ

ウラジミール・イジイチ名称モスクワ電気機械工場では， 工場技能学校は工場に付属して

1922年にすでに創設されていたへ最初の工場技能学校の生徒は様々な困難をかかえていた。

はじめ課業は十字路の「喫茶宿j の部屋でおこなわれた。「部屋の中には学校用綾掛付机が配

されていたけれども，それはあまり教室を想起させi)るものではなかったの学校には，教科
書がなく， 教授要目もなく， Iすべては教師の教育的手腕，彼らの知識，工場での権威に依存

していたJ8)という状況であったの

そして蹄最作業のため精衝な道具を作成しているゲオフィージカ工場の工場技能学校の活

動は Iはじめ，多くのものがなし部屋もなく，仕事はまるでうまくいかなかった戸と述べ

られていた。しかしながら，このような建設初期の困難，欠陥がありながらも，工場技能学校

網は 1921年後半以降，急速に増大していくのであった。その模様は次の表から明らかになる。

袋-1 工場技能学校絹の増加10)

芸評 項------"----------...
1921年2月 1921年 10月 1叫 2月 1922if.8 JJ 

一一一一 一一一一一

学 校 数 43 

{i112B1，42s44T279 9 4 1 

(増加率 ro) 100 1，023 1，528 

生 徒 数 2，000 44，133 44，933 

(増加塁手 %) 100 2，207 2，247 

さらにこれとは別に，労働組合の側からの資料によると 1923年までで 1922年が学校開設

数において，とび抜けていることがわかるの

表-2 全ロシア金属労働総合の工場技能学校の開設状況11)

現存している 170校のうち

1919年に開設されたもの 16校 9.4% 

1920年 グ 41校 24.1% 

1921年 λy 変化なし

1922年 11 103校 60.6% 

1923年 λy 10校 5.9% 

さらに業種別では以下のようになる。

表-3 1922年10月1日現在の菜穣別のこ広場技能学校数12)

全体

524 

これをみるを金属，鉄道という重要な基幹産業部門の工場技能学校が全体の 57%を占め

ていることがわかる。そのことは，国民経済の復興を早急になしとげるために生産手段生産部

門である金膳部門が重視され，そして原・材料，燃料を運搬する鉄道部門が重要とされていた
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ことを示すものにほかならない。

第2節 工場技能学校の形態と教育内容

(1) u'金属加工工業技能教育規程』

203 

1921年2月28，グラヴプロフォーブノレ参与会は『金属加工工業工場技能教育規程』を承認

した。この『規程』により，金属加工工業の工場技能学校の形態が定式化されたのであり，この

『規程』を模範として他の工業部門は『工場技能教育規程』を作成することとなったので、ある。

『規定』は4つの部分から成り立っている。一般規定，採用条件，実践的準備教育，理論

科目の教授である。

「一般規定J

工場技能教育の自的を次のように掲げた。すなわち，生産に従事している 14歳以上 18歳

未満の年齢の年少者の中から熟練労繍者を養成し，生産をより高度な段階に高めるために彼ら

を生産に加えること(第 1条)とし技能教育課程の学習時の年少者の労働は実用的な観点、か

らばかりでなく， 同時に教育学的観点、からも検討されなければなら(第2条)ず， 年少者の中

から社会主義的に思考する人格，新しい共産主義体制の意識的な建設者，創造者を育成するこ

とに努めることが必要である(第3条)ことである。

養成すべき熟練労働者を以下の 3点を満たす者とした。第 1に，設備にかんしても，労働

の方法，手段，精確さにかんしても，技術の最新の要請に相応する条件の下で，一定年数勤続

し第2に，自己の専門の任意の労働を，最新設備を備えた工場でおこなえる程度の突擦の習

熟と技能とを習得することに成功し第3に，普通教育，政治教育，専門教育の一定の理論的

準備教育をうけた者で、ある。

社会主義的に思考する人格を養成することは，特別の注意を払われる場合にだけ可能であ

るとし，そのために教科プランに工場の年少者の政治教育のための十分な授業時間があらかじ

め見込まれなければならない(第8条)と述べ，社会主義的政治教育の不可欠を強調している。

「採用条件J

入学については，統一労働学校初等科程度の予備教育をうけた 14歳から 15歳までの年齢

の年少者を採用する(第10条)とした。

f実践的準備教育J

養成すべき熟練労働者の専門は次のとおりである。一般的な機械製作の仕上げ工，仕上げ

工一一器具製作工，機械組立タイプの仕上げ工(機械製造者)，一般的な機械製作の旋盤工，旋

鰻工一一器具製作工，鈎ヱ，フライス工，標識エボイラー係，鍛冶工，鋳工，鋳型製造工

(第13条)であるの

教育期間は4年であり，それが3つの時期に分れていて， 1年目の教育は準備教脊作業場，

その後2年は工場，そして最後の年が模範作業場でおこなわれる(第 14条)とされている。

準備教育作業場は 1年間の教育な基礎にして手職の学習にもっとも才能のある年少者を

選びだす機会を与えるという目的をもっている(第 15条)。ここで年少者は，主として一定の工

業要gにしたがって仕上げ職(一部は鍛冶職)の基本的な方法を学留する(第16条)。そこにお

いて主要な注意は年少者が学習している専門の基本的な方法を正しく身につけたか，また作業

の精確さにむけられなければならないとされ，実接的課業は 1日4時間とされ(第 17条)，実践

的課業の指導者(職長)それぞれに20人以下の生徒がついて学習するとされている(第18条)。
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工場での 2年間の教育は熟練労働者の養成のために，当該の工場の設備，労働者，経営・

技術職員の知識と経験を利用することを主要な目的としている(第四条)。工場の職場におけ

る作業は，第 1年目(教育の 2年目)には 1日4時間であり，第2年臼(教育の 3年(1)には6

1時間である(第 27条)0

4年目は模範作業場における作業であるのこの作業場の主要な任務はすべての工場技能教

管施設 (UHCTHTyTφa6p日開0・3aBO)J.CKoro門出別eCTBa)に進歩的性格をつけ加え，生産を技術

的に高い段暗にまで高めることを促進することである(第28条L 模範作業場は， それが開設

されている工場よりも高い技術水準にできるかぎりたたなければならず(第 29条)， 主要な注

意が作業の精獲さ，精密さにむけられなければならない(第30条)とされているわこの作業場

における作業は 1臼6時間である(第31条)0そして模範作業場は，常に技術の発展を追求し

その設備を新しい機械装置で補充しそして作業の新しい方法と手段を導入しなければならな

い(第34条)とされている。

「理論科目の教授J

理論科目の教護は学校における教授とクラブの課業とに分れている(第35条)。学校にお

ける教援のめざすものは，年少者が当該の手職の学習を連解し，それによって自己の専門分野

の活動を容易にするための一定の体系の理論的知識を与えることである(第36条)。クラブの

課業のg的は，年少者に司11育的影響を与え，あらゆる文化的価値を理解することができるよう

な人間を育て，向時に，年少者の中から意識的な社会主義的に思考する人格を育てあげること

である(第 37条)。そしてクラスの課業は， できるだけ生産と結合されなければならず，当該

工場の設備の物件とその生産過程は教材ーとして利尽きれなければならなし、(第39条)とされて

いる。課業は基本的に午前中におこなし、(第41条)， 1クラス 30人以下でおこない，製閣と図

画の教授は 1人の教師が20人の生徒に対しておこなう(第42条)こととされている。そして，

工場技能教育課程の履修のi擦には，年少者は時間外のあらゆる労働，およびあらゆる形の労働

義務を免除される(第 44条)こととされている。この課稼の終了の後に年少者は，理論科目と

学習された専門についての特別委員会の試験をうけ，それに合格した者には当該の専門の熟練

労働者の称号の証明書が交付される(第48条)こととなっている。

以上，工場技能教育競緩の概要を述べたの一般規定に，工場技能教育の概要が示されてお

り，経済建設のために必要な金属工業部門の熟練労働者カードルの養成をg的としているので

あるが，その熟練労働者カード.ノレを社会主義的に思考し新しい共産主義体制の意識的な建設

者として育成することをめざしているn これらの熟練労働者カードルを養成するために，準備

教育作業場，工場の職場，模範作業場において 4年間にわたって初歩的な手職の習得，そして

選択された専門についての職場における実際の教育，さらに，それを踏えての技能水準の向上

がおこなわれるのこの 4年間にクラスの課業は生産量と結合されておこなわれ，まさに熟練労働

者の養成を促進させるべく生産と有機的に理論教授が経織されるのである。

この f規程』は以下の点で大きな儲値を示しているの第 1は，作業場，工場の職場におけ

る実践的教授が，年少者の労働自になっていることであるのたとえば， 1， 2年目は4時路， 3，4

年目は6時間と定めている。第2は，作業場における労織が教育的自的を追求するものであっ

て，実利的g的を追求しないということであるのつまり，年少者の技能の習得，発展という点

が第一とされ，いかなる緊急の，または偶然的注文も彼らに課さないということである。これ

らは，企業利益の目先の追求ではなく，熟練労働者の養成とし、う教育目的を擾先させることを
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示しているのであり，勤労人民が権力を掌握したが故に，実施することができるのである。

(2) 工場技能学校の教育内容

『金属加工工業工場技能教育規程』が公布される前年の 1920年に，金属労働組合中央執行

委員会付属科学技術会議によって「金膳工業4年制工場技能学校模範教科プラン」が作成され

た(表-4)。さらに 1921年の『職業技術教育通報』第 10号に掲載された工場技能教育課長ザイ

ジェーリの『工場技能教育の組織に関する問題によせて』とし、う論文において工具製造業の模

範教科プランが示されている(表-5)。

表-4において口シア語，数学，博物学という，いわゆる普通教育科目の理論科目に占める

割合は 1学年-63%，2学年一47%，3学年 29%， 4学年-14%，4年間一40%であり，

表-5においては 1学年一69%，2学年一56%，3学年一25%，4学年一8%，4年開-43%で

ある。これらの数字は2つの教科プランとも，専門科目の他にそれと同程度の時間数をさいて

いることを示している。このことは，前記の『規程』において述べられている熟練労働者を養

成するために，専門教育ばかりでなく普通教育も必要とされるということによって説明される

が，もう一つ，当時の年少労働者の教育程度が初等教育を十分には受けず，低いものであった

という事情によっても説明されるの

これらの教科プランと学校一クラブ，労働青年学校の教科プランを比較した場合，専門科目

の重視ということと，作業場，工場で実際の作業をおこなうという点で特性を有している o

署長-4 金属工業の4年iJiiJの工場技能学校の模範教科プラン13)

学 手ト 日
i 学

1 I 2 

年

3 4 総

文学と関連したロシア諮 3 3 1 280 

数 学(家数，代数，幾何) 4 4 2 2 480 

博物学(生物学と化学，物壊の初歩) 3 2 1 240 

産業地涯学(盛23長統計と関連した) 1 1 80 

i議 険i 2 1 120 

望星 図 3 2 2 280 

文 化 史 1 1 80 

社会科学 l 40 

労働者ーの権利と社会立法 1 1 80 

力 学 1 2 2 1 240 

主託気工学と工芸誌の電化 1 1 80 

E設業衛生 1 40 

安全技術 1 40 

材料学と金属工学 2 2 160 

隠民経済組織 1 40 

労働と生産の季1.学的組織 2 80 

専門の仕事の諜程 1 2 120 

生産経済学 1 40 

作業場での実践的潔:業 24 24 34 34 4，640 

1週矧の金持部 40 43 48 48 7，160 
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2 2 

4 

4 

2 80 

4 160 

2 3 5 200 

3 3 9 360 

1 1 2 80 

2 2 4 360 

1 1 40 

1 1 40 

1 1 40 

12 58 2，320 2恩給32料M日も

36 120 4，800 実践的作

48 178 7，120 
策 67，59も

3 

総 ネー一一ニ羽 16 

作業場での実践的{乍梁 24

必修の総時間 40

第3節 年少労働者の教育の体系化

1920年 6月の第 1回全戸シア学校課協議会は，大工場，若干の小工場，またはソホーズに

付属して組織されている学校ークラブを f14歳以上 18歳未満の年齢の労働青年の教育機関の

な形態J15)とし学校一グラブの建設と管理のための中央機関が統一労働学技部に付属し

て設置されたことを正しいと認めた16)。この中央機関として設置された学校一クラブ部は，労

働考職業教育部の工場技能教育課とは別に，企業で働いている年少者のための学校の創設に関

する問題を検討してゆくことになった。学校一クラブ部は普通教育的頗向にとどまっている

校 クラブを年少労働者のための主たる学校とみていたが，これに対して「工場技能教育課は

クラブーーで活動する工場付属の学校を唯一正当17)なものとみなして

いた。

このような見解を双方がとっていたので当然のこととして，年少労働者の教育事業の組織

について衝突がおこった。そして，このような事態を調整するために，労働者職業教育部の中

に「年少労働者社会主義教育課」を設置することを規定した『年少労働者社会主義教育課臨時

規程』が作成されたのである18)。そこにおいては，謀の2つの部門，すなわち，専門の生産を

している年少者の職業教脊ーの組織を目的としている工業一労働技能教育部門と，工業一労

働技能教育の見習期間を経ていない年少労働者を包括する工場付属の学校ークラブ部門が課を

構成するものとされていた19)。しかしながら， このような『規程』がだされてはみたものの，

教育人民委員部のどのグラフク(管埋局)がこの事業を管理するのかは， まだはっきりとはし

ていないままであった問。
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社会教育総管理局も年少労働者の教育，学校を管理しており， グラヴプ戸ブォーフツレと社

会教育総管理局は年少労働者の教育の組織について話しあいをもたなければならなかった。そ

の結果， 15歳以上の文盲，半文青の年少労働者は2つのカテゴリーに分けられ，第 1のカテゴ

ジーの工場，製作所で働いていない年少者は社会教育総管理局の普通教脊的な学校一クラブで

教育を受け，第2のカテゴリーの工場，製作所で働いている年少者は再編された工場技能教育

を基礎にした労働青年学校の課程を学習するとし、う合意をみた21)。

そのような中で， 1921年 7月に工場技能教育課は，年少労働者学校部に改組されたの 1921

年 7月5日にグラヴプロブォーブルによって承認された『グラヴプロブォーフツレ付属年少労働

者学校部規程~22) によると，年少労働者学校部は，工業生産に従事している年少者の教育事業の

組織と，工業一労働教育，普通教育，そして年少者のIDII育の管理を目的とするお)ものであった。

部は2つの課， すなわち， (1)生産を学習している年少者の工業一労働教育の組織をその目的

とする工業一労鱒諜と， (2)工場付属学校規定，教科プラン，工場付属学校網の作成，理論科

目の要日の作成の指導をその任務とする工場付属学校課をその構成とした24)。

この『競程』によって教育人民委員部における年少労働者の教育の組織についての平行主

義は一掃され，今後，この部が統一的な機関として年少労働者の教育事業を管理していくこと

になったわこの段階においてようやく年少労働者のための学校の型が定式化され，その後の

『年少労{勤者学校規定~ (1925年 4月7日)によってさらに熟練労働力の養成という目的25)を

鮮明にして，年少労働者学校は発展してゆくのであるの

〈詮〉
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JIeHllHrpa，n:， 1968 r.， CTp. 287. 

5) TaM me， CTp. 287-288. 
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カヲリョーアの引用した教科ブ。ランは数学の総時間数に大きな誤りがある。すなわち， 2480時的ではな

く480時間が立しく，したがって総待問数は 9160持跨ではなく 7160時間が正しいのである。各学科目

において 1~4 学年までの持総数をたして 40 をかければ，このことが線認できる。ちなみに正誤表にお

いても訂正されていない。

14) BecTHHK f1poφ酬TeXHH'leCKOroOdpa30BaHll5!， 1921 r.，ぬ 10，CTp. 21. ニの教科プランは，ロシア

語の 4年間の全時間が260時間となっているが， 280時間の誤憾と忠、われる。

15) HapO，aHoe f1poCBeIi¥eH沼e，emeHe，aeJIbHllK， 1920 r.， NQ 69-70， CTp. 10. 

16) TaM me. 

この年少者の学校ークラブ部の設蹴時には，予備報告によると技能教育に包括されている年少労働者は
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全体の 30-4010であったとされている。 BeCTHHKnpQ(t.-TeXH羽可芭CKoro06pa30BaHH5I， 1921 r." 

N2 11-14， CTp. 99. すなわち，半数以上の年少労働者が他の教脊施設で学濁していたしまたは，教育

さとうけていなかったのである。

17) BecTHHK npQ(t.-Tex問可eCKoro06pa30BaHH5I， 1921 r.， N2 9， CTp. 53. 

18) If'職業技術教育通報Jl1921年，第 10号のま誌報機によると，グラヴプ口ブオーフツレ参与会は「労働青年の

学校ークラブ参与会の活動をグラヴプ戸アォーブノレが工場技能学校の綴織事業においておこなっている

と同じ活動に本質的に焔殺させるため，そして敵対的な平行主義を避けるために，労働青年の学校ーク

ラブ参与会の執行機関， 機構も， グヲグプロブォーブ、ノレの管轄(労働者職業教育部)に移すことを提起

するJということを決定したとある。

BeCTHHK npOtt.-TexHH司eCKoro06pa30BaH廷51，1921 r.， M 10， CTp. 51. 

10) BecTHHK npOtt.-TeXHH'IeCKOrO 06pa30BaHH民 1921r.， M 10， CTp. 41. 
20) TaM Ae， 1921 r.， M 11-14， CTp. 99. 

21) Hapo江沼oenpOCBelll.eHHe， eAeHe瓦eJIbH路K，1921れぬ 83，CTp. 15. 

22勾)BecTHHK 王I口lpoやφ.-
23め)TaM )f淑(e乙， CTp. 65. 

24) TaM Ae， CTp. 66. 
25) C60pHHK瓦，oKyMeHToB1917-1973 r.r.， CTp. 378. 

おわりに

以上，年少労働者の学校の発生とその要国について検討してきた。まず普通教育的知識，

若干の職業技術的知識を年少労働者に与えることを目的とした学校ークラブ，労働青年学校が

創設された。 1919年から 1920年にかけて関内戦の勝利的展開があり， ソビエト政府は経済建

設，工業の復興に本格的に着手しはじめた。そのために多数の熟練労働者の養成が必要で、あり

1920年 4月の第 3回全口シア労働組合大会，職業技術教育評議会第 1会期は，新しい工場技能

教育の建設を必要と認めたのである。普通教育，若干の職業技術教育合与えることをB的と

した学校一クラブ，労働青年学校では，熟練労働者を養成することが不可能であった。すなわ

ち，この時期 (1919 年末~1920 年はじめ)から，熟練労働者を養成する教育施設が本格的に追

求されはじめたのである。

青年の側も年少労働者のための教育施設に少なからぬ関心なもち， 1919年 10月の共産主

義青年同盟第2盟大会において， r合理的な生産的労働を基礎として，工場や製作所に建設さ
れるl)青年の自主的な学校合建設することが必要で、あると認めたので、ある。
すなわち，熟練労鮪者の養成の必要と青年の側からの「合理的な生産的労働を基礎として

工場や製作所に建設されるj学校の建設の要求という 2点が， 1921年 2月の F金蝿加工工業

技能教育規程』で定式化した工場技能学校 (WKOJlaφa6pHQHO幽3aBO~CKoro YQeHHQeCTBa)を建

設させた要閣である。そして，再編された工場技能教育を基礎にした工場技能学校がより具体

化するのが，国民教育向題党協議会であり，それが定式化するのは『金蝿加工工業工場技能教

育規程』である。

以上のことをふまえて，工場技能学校の発生を考察すると，まず 1918年に，作業場を設置

し，そこで生産的活動をおこなう，という形態から工場技能学校は出発し，その後，理論教授

が加えられていったことになるn そして資芽的な形態として自然発生的に建設された工場技

能学校が，広範に注百されたのは，共産主義青年同盟の側からは 1919年 10月以降であり，労

働組合，教育人民委員部の側からは 1920年 4月以降ということになる。
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次に工場技能学校の先行研究について簡単にふれるの発生時期については以下の3つの説

がある。

第 1は， 1918年説である。この説は2人の論者が唱えているの 1)P. A. KJIeHOBa;‘113 

llCTOpllll B03HllKHOBeHll兄IllKOJIφa6plltlHO-3aBo，n:CKoroylJeH沼田CTBa(1921-1925 rr.)'， BorrpocbI 

llCTOpllll， MocKBa， 1963 r.， NQ 12. 2)φ.φ. BJIllHlJeBCK日前;口e江arOrlllJeCKa兄 3HUllKJIOrre，n:狂気，

T. 4， MocKBa， 1968 r .. 
1)のエル・ア・クレノーヴァ (P.A. KJIeHoBa)は，註で「最初の工場技能学校は，モスク

ワの『ジナモ』工場に， 1918年に発生したJ(Ii'プラウダj]1922年10月11日)fやがて， Ii'カウ

チュグ』工場(Ii'ューノシュイスカヤ・プラウダj]1921年 15-i予)， Ii'ルスカベリ』工場(Ii'プラウ

ダj]1923年 10月278)，その他に，学校が開設されたJ(200ページ)と述べた。

1922年 10月11日付『プラウダ』によると「その時，学校はまだ十分定式通りには成り立

つてはJいなく， rl921年の春に工場管理部は， 見習工たちの職場に旋盤業と指物業の 2人の

職工を配属させた」のである。配属されるまでは，いかなる教育をうけたのかは現らかではな

いが， f1921年 12月」に第 1毘自の卒業があり f6人の職工が送りだされた」ことは， ここ

で、技能資格高揚のための技能教育がおこなわれたものと考えられる。しかし，ここでの技能教

育が，年少労働者の理論教授と生産教授とが緊密に結合しておこなわれたものであるかは，明

確ではない。後に創設された工場技能学校は， Ii'ジナモ』の「経験に立却することができた」め

という指橋をあわせて考えると，この『ジナモ』における「工場技能学校j とよばれるものは

後に創設される工場技能学校の萌芽であると設定した方が，現段階においては適切のように思

える。

2)のエブ・エブ・プリンチ z アスキー (φ.φ.DJIllHlJeBcK尚)は「最初の工場技能学校は，

見習工として企業で就業している年少者の職業教育の形態として， 1918年に発生した (718ペ

ージ)ということを述べ，発生にかんしてはそれ以外言及していない。

第2は1919年説であるのこの説は2人の論者が唱えている。 1)B. 11. HocalJ ;口pOやCOぬ3bI

COBeTCKO註 POCCHHB ro，n:bI rpaiK，n:aHcKo員 BOHHbI(1918-1920)， MocKBa， 1978 r.. 2)φ.φ. 

KOpOJIeB;①官3llCTOpllH HapO，n:HOrO 06pa30BaHHH B COBeTCKO負 POCC朋，'-113BecTllHAITH 

PCφCP， BbII1yCK 102， MocKBa， 1959 r.. @ OlJepKH rro llCTOpllは COBeTCKO誌IllKOJIbIII 

rre，n:arOrHKH 1917-1920， MocKBa， 1958 r .. 

1)のヴェ・イ・ノサーチ(B.11. HocalJ)は f1919年のはじめに最初の工場技能学校が発生

したJ(180ぺ…ジ)と述べている。その根拠として，労働者の熟練労織とならんで，労働者に

一般労働教育を与えるように職業教育を組織するという， 1919年 1月の全ロシア労働組合第

2回大会の決議なうけて，労!動組合が労働者の新しい職業技術教育の形態と方法を探求したこ

とをあげている。しかし，そこから年少労働者の工場技能学校の発生を 1919年はじめとする

のは，説明不足の感をまぬがれえない。

2)のエフ・エブ・カラリョーフ (φ.φ.KOpOJIeB)は， f1919年には既に発生した年少者の

ための工場技能学校は， 1920年には， 十分に積極的な特徴を現わしたJ(①47ページ)と述べ

ている。共産主義青年同盟第2回大会は， f工場技能学校の建設の思想を定式化したJ(①46ペ

ージ)， f工場技能学校の思想を定式化したJ(@397ページ)と述べ， f1921年のはじめまでに

工場技能学校の建設にかんする重要決議がすでにあったJ(@398ページ)としている。しかし

ながら，発生を 1919年のどの時期以降にするかは明言していないの
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第3は 1920年説である。この説は2人の論者が唱えているの 1)竹田正直， rソビエト教育

史研究の視点一一一農村青年学校と工場実習学校への道一一」北海道大学教育学部教育史研究室

誌 f教育史論考~ 1962年， 1号， 2) De，narOrHqeCK凶 CJIOBapbT. 2， MocKBa， 1960 r .. 

1)の竹間氏は， r最初の工場実習学校〔工場技能学校一一筆者〕は，共産主義青年間盟員
のイニシアチーブと積極的な参加によって， 1920年につくられた。 1921年から， このような

学校が大企業に付設されはじめ……J(16ページ)と述べている。後の発展の状況については

いささか述べているのであるが，発生にかんしては以上の言及にとどまっているのし、かなる要

因で，この工場技能学校が「つくられた」のかは現らかではないη

2)は， r最初の工場技能学校は，共産主義青年同盟のイニシアチーブと積極的な参加によ
って 1920年に建設された。 1921年から，大企業に付属して，これらの学校の建設がはじまっ

た。J(554ページ)と述べているのやはり，発生にかんしては以上の言及にとどまっているの

以上3つの説について検討したが， その他に A.H. BeCeJIOB (プ・エヌ・ヴェセロープ); 

Dpo中eCCUOHaJIbHO-TeXHUqeCKOe06pa3oBaHue B CCCP， MocKBa， 1961 r..の r1918年から

1921年の時期にそれらは建設されはじめ」とあるが，分析は前掲カラリョーフと向じである。

さらに梅根倍監修『世界教育史大系， 16~ r口シア・ソピ、且ト教育史 IIJ講談社では， r1920 

代初期に大量に建設され始めたJ(121ページ)とされているが，発生の経過にはふれていない。

いずれの説にもいえるのであるが，発生をどの時期にするかという場合，工場技能学校と

みなしうる要件を，いかなるものとするかということで，時期が変化するのであるや

ここでは， I日い手工業的技能教育を，合理的に再編された工場技能教育の下で，年少者た

ちの労働と学校における課業が緊密に結合される形態の学校を工場技能学校としたのそれが最

初に理念として基本的に形成されたのが 1919年 10月の共産主義青年同盟第2回大会tJ降であ

るとしたのが本稿であるわあくまで一つの規点にすぎないが，工場技能学校の研究の問題提起

となれば幸いで、あるの

〈註〉

1)口.B. TIpOXOpOBH可， 11. r. KOBaJIeHKO; 0可epKpa3BHTHH COBeTCKO員 npo中eCCHOHaJIbHO酬TeXH-
HqeCKO員ll1KOJIbI， CTp. 40. 

2) MOCKOBCKH註9JIeKTpOMall1羽目OCTpOHTeJIbHbI詫3aBO.ll.‘且政HaMO'HMeHH C. M. KHpOBa， I1cTopHH 
3aBO瓦a，KHHra 2， MocKBa， 1964 r.， CTp. 67. 


